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一

、

は

じ

め

玄
界
の
孤
品
対
馬
は
朝
鮮
半
品
と
日
本
（
北
部
九
州
）
の
中
に
あ
っ
て
、
古
来
か
ら
両
地
域
の
文
化
を
結
ぶ
飛
び
石
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
き
た
。
そ
の
起
源
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
縄
文
時
代
早
期
に
さ
か
の
ぼ
り
、
朝
鮮
半
島
南
岸
の
慶
向
南
道
釜
山
市
影
島
区
東
三
洞
貝

塚
の
最
下
層
の
土
器
と
上
県
郡
上
県
町
越
高
遺
跡
出
土
の
土
器
が
共
通
の
隆
起
文
土
器
で
あ
る
こ
と
か
ら
知
る
乙
と
が
で
き
る
。
こ
う
い

っ
た
関
係
は
そ
の
後
の
縄
文
時
代
を
通
し
て
継
続
さ
れ
た
よ
う
で
、
縄
文
時
代
後
期
の
志
多
留
員
塚
の
石
鋸
が
先
述
東
三
洞
貝
塚
に
出
土

す
る
こ
と
も
、
そ
の
一
例
証
と
す
る
乙
と
が
で
き
よ
う
。

時
代
が
降
っ
て
弥
生
時
代
に
到
る
と
、
中
国
・
朝
鮮
の
大
陸
系
文
化
の
南
下
が
煤
ん
に
な
り
、
従
来
に
ま
し
て
対
馬
の
役
割
は
一
一
回
重

要
さ
を
増
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
頭
初
に
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
稲
作
文
化
と
そ
れ
に
共
伴
し
た
大
陸
系
磨
製
石
器
、
後
続
し
て

弥
生
時
代
の
前
期
末
か
ら
中
期
中
葉
に
か
け
て
朝
鮮
舶
識
の
細
形
銅
剣
、
銅
矛
、
銅
犬
、
多
釦
細
文
鋭
あ
る
い
は
無
文
土
器
、
中
期
中
葉

か
ら
後
葉
に
か
け
て
は
前
出
鏡
、
ガ
ラ
ス
盟
、
金
制
製
四
葉
金
具
や
蓋
弓
相
な
ど
の
中
国
製
文
物
、
後
期
に
い
た
る
と
方
格
規
矩
鏡
や
「

長
宜
子
孫
」
速
孤
文
鏡
な
ど
の
中
国
の
漢
中
期
か
ら
後
漢
の
文
物
が
北
部
九
州
の
地
に
運
送
伝
撤
さ
れ
た
。

乙
の
伝
播
過
程
に
は
、
必
ら
ず
対
馬
が
経
由
地
に
な
り
、
対
馬
向
に
も
少
量
で
あ
る
が
、
以
上
の
朝
鮮
・
中
国
製
の
文
物
を
の
乙
す
乙

と
に
な
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
規
志
倭
人
伝
の
対
馬
の
条
項
記
載
の
よ
う
に
「
南
北
に
市
離
す
」
る
の
を
生
業
の
一
つ
に
し
て
い
た
以

南
北
市
雑
考
（
下
山
附
）

じ
li. 
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六

上
、
対
．
印
刷
品
民
（
海
民
）
が
日
本
で
貴
重
視
さ
れ
て
い
た
前
述
の
文
物
の
移
動
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
乙
と
は
推
測
に
あ

ま
り
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
生
活
形
態
を
生
業
に
し
て
い
た
対
馬
海
民
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
烏
居
龍
蔵
博
士
な
ど
に
よ
る
志
多
留
貝
塚
（
上

県
町
）
の
調
査
、
東
亜
考
古
学
会
に
よ
る
同
貝
塚
や
賀
谷
洞
穴
（
美
津
島
町
）
の
調
査
、
対
馬
遺
跡
調
査
会
の
佐
賀
貝
塚
や
宮
田
貝
塚
（
隣

町
）
の
発
掘
に
よ
っ
て
し
だ
い
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
向
島
の
永
留
久
恵
・
阿
比
留
嘉
博
氏
等
に
よ
る
井
手
遺
跡
（
峰
町
）
、
ハ

チ
マ
ン
ノ
ダ
ン
（
上
県
町
〉
の
発
掘
も
対
馬
島
民
の
内
陸
的
生
活
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
貴
重
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
最
近
の
坂
田
邦
洋
氏

等
に
よ
る
一
連
の
発
掘
成
果
も
見
逃
が
す
乙
と
は
で
き
な
い
。
筆
者
も
対
馬
島
民
の
内
的
生
活
を
追
求
す
る
試
み
と
し
て
、
厳
原
町
一
息
酸

で
生
活
関
連
遺
跡
を
発
掘
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
う
し
た
古
代
対
馬
島
民
の
生
活
型
を
追
求
す
る
作
業
と
共
に
、
対
馬
が
日
本
考
古
学
の
上
に
睦
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、
本
稿
が
と
り

あ
げ
る
埋
葬
あ
る
い
は
埋
蔵
遺
跡
に
出
土
す
る
特
異
な
青
銅
器
の
ゆ
え
で
あ
っ
た
。
特
異
と
い
う
の
は
、

一
つ
に
は
日
本
に
は
出
土
を
見

な
い
用
途
不
明
ま
た
は
特
殊
な
形
態
の
青
銅
器
が
出
土
す
る
乙
と
で
あ
り
、

一
つ
に
は
日
本
で
製
作
さ
れ
た
中
広
・
広
形
の
銅
矛
が
異
常

な
多
量
さ
で
発
見
さ
れ
る
と
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
銅
器
の
島
と
し
て
関
心
を
集
め
た
の
で
あ
る
。

そ
の
鳴
矢
と
な
っ
た
の
は
応
居
龍
蔵
氏
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
佐
謹
白
岳
出
土
の
銅
探
類
で
、
つ
づ
い
て
後
藤
守
一
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ

れ
た
佐
謹
ク
ピ
ル
の
銅
矛
、
銅
鎮
で
あ
っ
た
。
白
岳
遺
跡
の
把
頭
飾
は
折
か
ら
の
朝
鮮
考
古
学
の
進
展
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
半
島
に
出
土
す

る
も
の
と
同
一
品
あ
る
と
と
が
確
認
さ
れ
、
対
馬
と
朝
鮮
半
島
と
の
聞
に
は
、
北
九
州
に
は
見
な
い
文
物
の
交
流
が
古
代
か
ら
あ
っ
た
ζ

内

叩

）

と
が
注
意
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ク
ピ
ル
遺
跡
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
後
藤
氏
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
明
の
点
も
残
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
ご
金
関
恕
氏
に
よ
っ

て
鎮
の
製
作
地
が
平
壌
付
近
に
考
え
ら
れ
る
と
推
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
対
馬
銅
器
の
出
自
に
一
定
の
解
明
を
与
え
た
。
ま
た
最
近
小

田
富
士
雄
氏
に
よ
っ
て
、
遺
構
の
時
期
や
性
格
に
つ
い
て
、
新
ら
し
い
見
解
が
示
さ
れ
た
噌



爾
来
敗
戦
ま
で
目
だ
っ
た
発
掘
は
な
い
が
、
昭
和
お
年
に
行
な
わ
れ
た
東
亜
考
古
学
会
に
よ
る
対
馬
の
総
合
調
査
は
そ
の
課
題
の
一
つ

と
し
て
対
応
出
土
の
国
産
銅
矛
の
調
査
と
東
成
を
行
な
い
、
弥
生
式
土
器
か
ら
の
見
解
と
も
絡
め
て
対
馬
は
基
本
的
に
弥
生
文
化
の
領
域

に
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
に
た
っ
て
白
岳
遺
跡
の
角
形
銅
器
と
金
海
貝
塚
出
土
の
鹿
角
製
刀
子
柄
の
類
似
性
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
両
者
の
交
流
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

昭
和
お
年
対
馬
遺
跡
調
査
会
に
よ
っ
て
、
防
町
タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン
、
同
サ
カ
ド
ウ
両
遺
跡
の
出
土
品
が
発
表
さ
れ
た
が
、
乙
れ
は
あ
る

意
味
で
戦
後
対
馬
青
銅
器
研
究
の
起
点
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
遺
物
の
出
土
状
態
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
出
土
品
に
多
く
の
朝
鮮

舶
載
の
青
銅
器
を
含
み
、
な
か
で
も
サ
カ
ド
ウ
出
土
の
平
環
や
タ
カ
マ
ツ
ノ
、
ダ
ン
出
土
の
半
球
形
飾
鋲
は
慶
尚
北
道
漁
隠
洞
遺
跡
出
土
品

と
同
種
の
も
の
で
、
対
馬
が
朝
鮮
、
中
で
も
南
朝
鮮
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

秋
山
進
伴
氏
は
朝
鮮
半
向
の
背
銅
取
を
柊
理
し
て
対
馬
の
青
銅
器
が
南
朝
鮮
の
青
銅
訴
文
化
の
延
長
上
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

る。
以
後
乙
れ
を
受
け
て
、
地
元
の
研
究
者
の
舶
載
青
銅
器
へ
の
理
解
と
認
識
も
深
ま
り
、
豊
玉
町
佐
保
で
ソ
ウ
ダ
匂
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
、
唐

崎
な
ど
州
戦
青
銅
器
の
出
土
が
相
つ
い
だ
が
、
こ
れ
ら
は
偶
々
の
発
見
で
あ
っ
て
も
、
事
後
調
査
が
す
み
や
か
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
遺
構
や
迫
物
の
出
土
状
態
も
明
ら
か
に
な
り
は
じ
め
た
。
昭
和
位
年
、
筆
者
は
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
、
唐
崎
の
事
後
調
査
に
森
貞
次
郎
博
士

そ
の
際
見
聞
し
た
遺
物
の
出
土
状
態
の
奇
異
さ
に
驚
ろ
き
、
そ
れ
が
今
回
の
筆
の
起
因
に
な
っ
た
。

に
随
行
し
、

昭
和
泊
年
以
後
、

地
元
の
永
留
久
恵
、

阿
比
留
嘉
一
博
氏
ら
と
長
崎
県
、

長
崎
大
学
、

九
州
大
学
と
共
同
で
、
美
津
島
、
豊
玉
、
峰
町

の
弥
生
古
墳
期
を
主
体
と
す
る
浅
茅
湾
沿
岸
の
考
古
学
的
総
合
調
査
が
行
な
わ
れ
、
多
く
の
成
果
を
札
向
。
昭
和
幼
年
に
刊
公
さ
れ
た

そ
の
報
告
書
中
で
武
未
氏
は
対
馬
の
舶
載
青
銅
器
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
多
く
が
南
朝
鮮
に
起
源
を
持
っ
と
と
を
指
摘
し
、
日
本
青
銅
器
の

原
料
に
も
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
ζ

と
を
予
感
し
お
v

ま
た
、
乙
の
調
査
行
が
背
景
に
も
な
っ
て
、
高
倉
洋
彰
氏
は
朝
鮮
｜
対
馬
｜
日
本

を
結
ぶ
小
形
仇
製
鏡
の
連
繋
の
道
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
乙
ろ
岡
内
氏
は
朝
鮮
・
対
馬
に
出
土
す
る
剣
把
頭
飾
を
と
り
あ

南
北
市
雑
考
（
下
傑
）

一
七
七



南
北
山
雑
考
（
下
位
陣
）

一
七
八

げ
、
陶
削
鮮
の
把
．
副
飾
と
対
応
の
そ
れ
と
が
同
一
文
化
簡
略
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
更
に
市
朝
鮮
で
の
銅
器
の
儀
附
滑
化
を
認
め
、
文
化

（

n）
 

的
に
も
同
質
問
係
に
あ
る
と
し
た
。

円

幻

）

（

剖

〉

〈

釘

〉

そ
の
後
川
和
却
・
印
年
に
永
留
氏
や
坂
田
邦
洋
氏
ら
に
よ
っ
て
、
的
町
恵
比
須
山
、
同
ト
ウ
ト
ゴ
山
、
同
木
坂
で
出
土
状
態
を
明
ら

か
に
し
た
古
制
器
を
発
掘
し
、
対
馬
青
銅
器
の
山
山
土
の
特
異
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

本
稿
で
は
、
先
述
し
た
よ
う
な
契
機
を
も
と
に
、
対
応
青
銅
器
の
特
異
性
と
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
多
く
は
朝
鮮
と
対
応
の
比
較
に
つ
い
や
さ
れ
た
。
後
段
の
対
馬
舶
載
青
銅
器
と
日
本
の
銅
器
と
の
関
述
を
も
っ
て
終
結
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
紙
数

ω限
り
も
あ
る
の
で
、

い
つ
か
稿
を
新
た
に
し
た
い
。

【註】

（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

以
川
州
沖
一
応
『
MW同
降
起
’
X小
L
－
部
の
研
究
』
一
九
七
八
。

以
川
邦
洋
「
志
多
則
削
只
川
端
」
『
対
馬
の
考
古
学
』
一
九
七
六
。

水
野
山
一
、
間
的
敬
『
対
馬
』
東
方
考
古
学
波
刊
、
一
九
五
三
o

u野
寿
彦
、
増
間
精
一
「
長
崎
県
吉
岡
遺
跡
」
『
日
本
農
耕
文
化
の
生
成
」

永
山
山
久
忠
ほ
か
「
対
馬
の
版
史
」
『
新
対
鳥
島
誌
」
一
九
六
四
。

以
山
邦
洋
「
住
吉
一
半
貝
塚
」
「
吉
田
貝
塚
」
『
対
馬
の
遺
跡
』
一
九
七
五
。

丘
陵
先
端
に
設
け
ら
れ
た
弥
生
後
期
の
自
然
治
に
推
出
帆
し
た
包
合
層
で
、
議
形
土
烈
が
多
い
点
が
注
目
さ
れ
る
o

弥
作
一
士
山
の
中
に
故
終
期
の
伽
…

米
土
器
が
合
ま
れ
て
、
日
本
の
土
椛
と
無
火
土
探
の
一
制
年
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
役
だ
っ
。

後
総
守
一
「
対
応
瞥
見
録
」
（
そ
の
二
）
考
古
学
雑
誌
十
一
二
｜
三
、
一
九
ニ
ニ
。

後
朕

γ
一
「
対
馬
国
上
県
加
佐
須
奈
村
発
抑
口
巴
考
古
学
雑
誌
十
二
八
、
一
九
二
二
。

仰
以
来
治
『
南
朝
鮮
に
お
け
る
漠
代
の
遺
跡
』
大
正
十
一
年
度
十
円
蹟
制
査
報
告
知
二
間

金
関
恕
「
天
理
参
考
館
械
の
銅
鍍
と
銅
甑
」
朝
鮮
学
校
品
開
、
一
九
六
八
。

小
川
出
土
雄
「
対
馬
・
ク
ピ
ル
遺
跡
の
再
検
討
」
『
考
古
論
争
』
一
九
七
七
。

一
九
六
一
。

（

8
）
 

（

9
）
 

（叩）
（日）

（ロ）

一
九
二
五
。



（
臼
）
註
（
3
）
に
同
じ
。

（U
）
対
馬
遺
跡
調
査
会
「
長
崎
県
対
馬
調
査
報
告
」

H
考
古
学
雑
誌
四
九
l
一、

（
お
）
註
〈
叩
）
に
同
じ
。

（
時
）
秋
山
進
午
「
楽
浪
前
期
の
車
馬
具
」
『
日
本
考
古
学
の
諸
問
題
』
一
九
六
回
。

（
口
）
永
閣
久
恵
「
対
馬
・
豊
玉
村
佐
保
発
見
の
・
烏
鐸
・
巴
形
銅
器
調
査
報
告
」
九
州
考
古
学
問
曲
、
一
九
六
七
。

（
路
）
森
氏
次
郎
ほ
か
『
長
崎
県
対
馬
｜
豊
玉
佐
保
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
・
府
崎
の
背
銅
穏
を
出
土
し
た
遺
跡
の
調
査
報
告
｜
』
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
第
8

岡、、、

4
2
u
a

、Lo

制
封
一
斗
ノ
」
ノ
ィ
ノ

（
叩
）
九
州
大
学
考
古
学
研
究
室
編
『
対
馬
』
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
常
第
口
集
、
一
九
七
凹
。

（
初
）
武
米
純
一
「
舶
載
青
銅
器
に
つ
い
て
」
註
四
所
収
。

（
幻
）
守
川
合
洋
彩
「
弥
生
時
代
小
形
佑
製
鋭
に
つ
い
て
」
考
古
学
雑
誌
回

1
3、
一
九
七
二
。

「
半
島
幸
対
馬
事
北
九
州
」
対
馬
風
土
記
8
、
一
九
七
二
。

（
盟
）
間
内
三
真
「
金
海
良
洞
旦
出
土
遺
物
に
つ
い
て
」
史
林
田
l
3、
一
九
七
三
。

（
お
）
坂
田
邦
洋
・
永
留
史
彦
『
恵
比
須
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
長
崎
県
峰
村
教
育
委
員
会
、

（
処
）
坂
田
邦
洋
『
対
馬
の
遺
跡
』
一
九
七
五
。

（
お
）
坂
問
邦
洋
『
対
馬
の
考
古
学
』
一
九
七
六
。

一
九
六
三
。

一
九
七
回
。

ニ
、
対
馬
出
土
の
舶
載
青
銅
器
の
時
期

対
馬
の
墳
墓
は
一
般
に
島
に
豊
富
に
産
す
る
砂
石
に
よ
っ
て
石
椋
を
つ
く
る
が
、

そ
の
習
は
縄
文
時
代
末
S
弥
生
時
代
初
頭
に
始
ま
り

古
墳
時
代
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
と
と
は
、
し
ば
し
ば
石
棺
に
副
葬
さ
れ
る
北
九
州
系
の
土
器
の
形
式
に
よ
っ
て
知
る
乙
と
が
で
き
る
。

乙
こ
で
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
青
銅
器
は
多
く
は
こ
れ
ら
の
石
棺
の
中
に
埋
納
さ
れ
る
が
、
結
論
的
に
い
え
ば
、
次
の
様
な
特
徴
を
持

っ
て
い
る
。

一
、
弥
生
時
代
の
後
期
に
属
し
、
箱
式
石
特
よ
り
出
土
す
る
と
と
が
多
い
。

南
北
市
雑
考
（
下
僚
）

一
七
九



南
北
市
線
考
（
下
位
陣
）

一八
O

二
、
そ
の
類
品
は
朝
鮮
半
品
に
出
土
す
る
が
、
北
部
九
州
の
明
裂
に
伴
な
う
こ
と
は
な
い
。

一
ニ
、
本
米
組
み
合
わ
さ
る
か
、
対
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
機
能
す
る
も
の
が
、
遊
雌
・
分
自
附
し
た
状
態
で
納
め
ら
れ
、
実
用
の
役
を
な

し
て
い
な
い
。

こ
の
点
削
仰
半
向
と
も
出
土
状
態
を
異
に
し
て
い
る
。

本
立
で
は
こ
の
中
で
、

こ
う
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
青
銅
器
の
出
現
と
存
続
し
た
時
期
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

対
馬
の
弥
生
時
代
遺
跡
の
全
休
的
動
向
か
ら
言
う
と
、

る
。
朝
鮮
舶
載
青
銅
器
を
出
土
す
る
石
棺
は
大
む
ね
こ
の
後
期
に
属
し
て
い
る
。
既
述
の
よ
う
に
土
器
を
伴
な
う
例
が
多
い
の
で
、

を
法
準
に
一
制
作
す
る
と
第
1
去
の
よ
う
に
な
る
。

特
に
墳
墓
に
お
い
て
は
前
・
中
期
に
貧
弱
で

後
期
に
お
い
て
繁
栄
的
で
あ

ぺ7
~1, 

間
以
木
間
・
品
、
佐
保
赤
附
2
号
（
間
十
七
一
町
）
、
恵
比
須
山
6
号
、
木
坂
7
号
（
脈
町
）
桝
の
甘
2
・

4
ロ
す
に
は
対
応
で
坊
誌
の
副
葬
用
と
し

て
品
も
普
通
的
に
伎
わ
れ
た
弥
生
式
の
袋
状
口
縁
長
顎
説
形
土
器
を
共
伴
し
て
い
る
。
乙
の
磁
は
口
縁
袋
部
の
周
折
点
に
す
で
に
稜
が
つ

い
て
お
り
、
こ
の
特
徴
か
ら
は
弥
生
後
期
の
前
半
の
時
期
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
剣
把
頭
を
出
土
し
た
小
性
向
5
号
右
相
に
は
袋
部
が

丸
い
ま
ま
の
古
式
の
も
の
と
、
屈
折
部
に
稜
が
つ
き
は
じ
め
た
新
ら
し
い
時
期
の
も
の
と
が
共
伴
出
土
し
て
い
る
。
古
い
形
式
の
土
器
も

残
っ
て
い
る
が
新
形
式
の
段
階
に
近
づ
い
て
お
り
、
後
者
の
時
期
を
と
る
と
ぎ
り
ぎ
り
後
期
の
初
頭
期
に
泣
く
こ
と
が
で
き
る
。
青
銅
器

を
出
す
対
馬
の
遺
跡
と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
あ
る
。

十小坂
5
号
と
観
音
鼻
2
号
石
桁
は
四
瀬
戸
内
に
起
閃
す
る
長
頚
盗
を
出
土
し
、
小
姓
品
よ
り
新
ら
し
い
時
期
に
あ
る
。
観
点
H
鼻
例
の
ほ

う
が
長
期
化
と
が
丸
底
化
が
進
み
、
木
坂
よ
り
も
新
ら
し
く
、
弥
生
終
末
期
に
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
木
坂
は
や
や
さ
か
の
ぼ
っ
て
後
期

後
半
代
に
位
置
す
る
。
本
軍
冒
頭
の
三
つ
の
条
件
を
満
足
さ
せ
て
い
る
の
は
、
今
の
と
乙
ろ
木
坂
5
号
で
最
後
で
あ
る
。

ま
た
土
器
は
伴
わ
な
い
が
、
出
土
遺
物
か
ら
時
期
を
推
定
で
き
る
も
の
も
多
い
。
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
（
投
玉
町
佐
保
）
は
貨
泉
を
出
土
し
、
壱

岐
阪
の
辻
逃
跡
の
貨
泉
を
共
伴
し
た
包
λ

古
川
の
土
器
か
ら
推
し
て
、
後
期
前
半
1
中
頃
に
か
け
て
の
遺
跡
と
見
れ
る
。
恵
比
須
山
6
号
石

相
は
変
形
細
形
銅
剣
と
後
則
前
半
の
土
削
併
を
伴
っ
て
い
る
の
で
、
変
形
細
形
銅
剣
と
飾
鋲
を
出
土
し
た
京
の
浜
（
県
玉
川
）
も
ほ
ぼ
同
時
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（有柄式磨製石剣）

（前漢鏡）

（舶，｜批青銅器群）

期
の
も
の
と
考
え
て
い
い
。
佐
謹
白
岳

上

対馬弥生遺跡編年

il't 

JDJ 中

県
町
）
も
変
形
細
形
銅
剣
を
出
土
し
、
シ
ゲ
ノ
ダ

妥とン
計品、
なら＊
時れノ
期る浜
で〔。
ぁ4伴恵
る出比
。の須
有山
鈎 6
銅号
釧石
か棺
らと
比 同
て時
も 期

タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン
（
肱
川
町
）
出
土
の
小
形
仏

製
鏡
は
佐
保
赤
崎
・
束
ノ
浜
と
同
一
の
グ
ル

l

プ
に
属
し
赤
崎
の
土
器
か
ら
し
で
も
後
期
前
半

の
時
期
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
慶
尚
北
道
漁
隠

洞
と
同
型
の
佑
製
鏡
が
佐
賀
県
二
塚
山
で
後
期

初
瑚
の
蜜
柑
に
伴
い
、
乙
れ
の
時
期
と
も
矛
盾

し
な
い
。
馬
鐸
や
飾
鋲
は
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
、
東
の

浜
に
出
土
し
、

乙
ち
ら
の
面
か
ら
も
時
代
を
限

第1表

定
で
き
る
。

サ
カ
ド
ウ
（
降
町
）
は
中
細
銅
矛
を
舶
載
と
見
る
か
妨
製
と
日
比
る
か
に
よ
っ
て
時
期
が
異
な
っ
て
く
る
が
、

は
タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン
に
類
似
す
る
が
、
や
や
後
出
形
式
で
、
後
続
す
る
時
期
が
考
え
ら
れ
る
。
唐
崎
（
政
玉
町
佐
保
）
出
土
の
盛
の
下
半
部

銅
剣
や
触
角
式
把
頭
金
具

は
袋
状
口
縁
系
統
の
土
器
で
あ
る
が
、
同
出
の
銅
器
に
サ
カ
ド
ウ
・
タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン
・
木
坂
5
号
と
類
似
す
る
も
の
が
多
い
。
佐
保
ソ

ウ
ダ
イ
は
馬
鐸
と
巴
形
銅
器
を
出
土
し
店
内
鎧
は
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
に
共
通
す
る
。
巴
形
銅
器
も
弥
生
後
期
前
半
の
ほ
津
市
桜
馬
場
近
跡
の
出
土

例
か
ら
考
え
て
も
、
後
期
前
半
期
に
置
く
の
が
妥
当
と
い
え
る
。

南
北
市
雑
考
（
下
線
）

J¥. 



南
北
市
雑
考
（
下
僚
）
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と
う
し
て
、
青
銅
器
を
出
す
遺
跡
の
多
く
は
、
弥
生
後
期
の
前
半
代
と
そ
れ
に
後
続
す
る
時
期
に
集
中
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

が
、
そ
の
下
限
の
幅
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
知
が
あ
る
。

こ
の
前
半
期
の
も
の
と
、
後
半
期
の
木
坂
5
号
石
棺
出
土
品
と
を
比
較
す
る
と
種
類
、
形
式
に
お
い
て
基
本
的
な
相
途
を
見
い
だ
せ
な

い
。
特
に
唐
崎
や
サ
カ
ド
ウ
に
共
通
す
る
も
の
が
多
く
有
孔
十
字
形
金
具
・
角
形
銅
器
・
笠
頭
形
金
具
・
双
頭
環
状
金
具
な
ど
は
後
期
全

期
を
通
じ
て
朝
鮮
半
島
よ
り
、
長
ら
く
舶
載
し
て
き
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

【註】
（1
）
乙
の
章
に
登
場
す
る
遺
跡
の
典
拠
は
左
記
に
よ
る
。
一
括
し
て
制
開
示
し
て
お
く
。

九
州
大
学
編
『
対
馬
』
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
第
十
七
集
、
一
九
七
回
。

黒
木
南
鼻
佐
保
赤
崎
塔
の
首
小
姓
鳥
観
音
鼻
遺
跡

森
貞
次
郎
ほ
か
『
長
崎
県
対
馬
』
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
第
8
集
、
一
九
六
九
。

シ
ゲ
ノ
ダ
ン
唐
崎
遺
跡
（
豊
玉
町
佐
保
）

後
藤
守
一
「
対
馬
国
上
県
郡
佐
須
奈
村
発
掘
口
巴
考
古
学
雑
誌
十
二
｜
八
、
一
九
二
二
。

佐
護
白
岳
遺
跡
（
上
県
町
）

対
馬
遺
跡
調
査
会
「
長
崎
県
対
馬
調
査
報
告
」
口
考
古
学
雑
誌
四
九
一
、
一
九
六
三
。

タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン
サ
カ
ド
ウ
遺
跡
（
峰
町
三
根
）

永
閣
久
恵
ほ
か
『
新
対
馬
島
誌
』
一
九
六
回
。

東
ノ
浜
遺
跡
（
豊
玉
町
仁
位
）

永
期
間
久
恵
「
対
馬
豊
玉
村
佐
保
発
見
の
応
鐸
・
巴
形
銅
器
調
査
報
告
」
九
州
考
古
学
句
、

ソ
ウ
ダ
イ
遺
跡
（
盟
玉
町
佐
保
）

坂
田
邦
洋
・
永
腎
史
彦
『
恵
比
須
山
遺
跡
発
制
調
査
報
告
』
隙
村
教
育
委
員
会
、

恵
比
須
山
遺
跡
（
隣
町
吉
田
）

一
九
六
七
。

一
九
七
回
。



坂
田
邦
洋
『
対
枠
内
の
考
古
学
』

木
坂
遺
跡
（
隣
町
木
坂
）

〈

2
）
袋
状
口
縁
長
頚
壷
は
福
岡
市
博
多
区
板
付
遺
跡
で
は
弥
生
後
期
初
頭
期
に
下
が
る
可
能
性
の
あ
る
袈
を
伴
い
、
後
期
と
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
関

係
し
て
い
る
。

（3
）
水
野
清
一
・
問
崎
敬
「
志
岐
原
の
辻
弥
生
式
遺
跡
調
査
概
報
」
『
対
馬
の
自
然
と
aX化
』
所
収
、
一
九
五
回
。

（4
）
杉
原
荘
介
・
原
口
正
三
「
佐
賀
県
桜
馬
場
遺
跡
」
『
日
本
農
耕
文
化
の
生
成
』
所
収
、
一
九
六
一
。

（5
）
桜
附
亮
策
・
梅
原
米
治
・
小
成
顕
夫
『
南
朝
鮮
に
お
け
る
決
代
の
遺
跡
』
大
正
十
一
年
度
古
蹟
澗
査
桜
告
。
二
川

（6
）
佐
賀
県
教
育
委
民
会
『
二
以
山
遺
跡
群
』
一
九
七
七
。

岡
崎
敬
ほ
か
『
立
持
遺
跡
』
一
九
七
七
。

〈

7
）
詑
（
4
）
に
同
じ
。

－L
コL

、。

－4
ノ
E
1
－／

一
九
二
五

三
、
舶
載
青
銅
器
の
種
類
と
朝
鮮
・
日
本
と
の
関
係

a 

舶
載
青
銅
器
の
種
類
と
朝
鮮
と
の
関
係

対
応
に
出
土
す
る
舶
載
背
銅
鼎
に
は
中
国
製
と
朝
鮮
製
品
と
が
あ
り
、
前
者
の
種
類
は
少
な
く
、
後
者
は
圧
倒
的
に
豊
か
で
あ
る
。
前

者
の
造
物
に
は
前
・
後
出
鏡
と
貨
泉
が
あ
る
が
、
朝
鮮
製
品
と
同
等
の
取
扱
い
を
得
た
と
は
限
ら
な
い
。
後
者
の
場
合
も
必
ら
ず
し
も
、

朝
鮮
製
品
だ
か
ら
と
い
っ
て
一
括
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
遺
物
の
出
自
国
の
逃
い
よ
り
も
、
北
部
九
州
で
の
而
裂
の
一
向
さ
に
よ
っ

て
扱
い
を
異
に
し
て
い
る
。
以
下
個
別
に
検
討
す
る
。

。
鏡

（

1
〉

中
国
鋭
と
朝
鮮
鋭
が
あ
る
。
前
者
は
註
（
1
〉
に
示
す
よ
う
な
出
土
例
が
あ
り
、
前
説
・
後
漢
の
時
期
に
わ
た
っ
て
い
る
。
弥
生
中

－
後
期
に
継
続
し
て
出
土
し
、
仙
の
朝
鮮
舶
誠
青
銅
器
の
よ
う
に
、
殊
更
後
期
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
ま
た
こ
れ
ら
の
鋭

は
同
型
の
も

ωが
、
北
部
九
州
の
中
後
期
に
出
土
し
宝
器
と
し
て

ω扱
い
を
受
け
て
い
る
。
下
ガ
ヤ
ノ
キ
出
土
の
辿
孤
文
鋭
）
は
銘
文
を
異

南
北
市
維
考
（
下
憐
）

｝＼ 



第 2表対馬出土舶載青銅~出土一覧

~I! 交す ，馬 （弥生後期） ｜朝鮮南部｜朝鮮北部111品？
。中国鏡 前漢連孤コヒ鋭（下ガヤノキ） 。 。

明光鋭（櫛エーガ崎） 。 。

方格規矩鋭（塔ノ普・4号） 。 。 。

朝鮮鏡 小形佑製鋭（タカマツノダン I• JI、佐保
。 。赤崎、東ノ浜）

＠ 2/11 太 身 （塔ガノ首2号 1、糠同3号浜7、黒下木 。
ヤノキB2、 ノ

南鼻）タ
細 身（ソウ イ、観音鼻2号） 。 。 O? 

＠剣および 細形銅剣（吉田今宮、タカマツノダン、 。 。

付属金具 サカドウ、浜岳シ木）、ゲ恵坂ノ6号、木坂7

変形細形銅剣東号ガ（、佐ヤノ東護浜／、ノ白 比ダ須ン）山6号、 。

鍔 （ キB2、タカマツノダ ー。 。

人数雑5号7号、シゲノダン、2 、黒木南鼻）

剣剣 把 頭柄（（木佐白タ サ）カドウ、タカマツノ 8 。
ン、小姓島5号浜、恵比須山ダ

8号、キロスガ 、シゲノ

！ ン3 附黒）木鞘尻金具B CJ者崎2、 南鼻、シゲノダ 。
ン？）

。その他 有孔十字形金具（木崎）坂5号、サカドウ、 J;lj'

平角 環若id仁！白青岳崎問、サカドウ） 。。形銅 、サカドウ、木坂5号、

半球形fl/ii鋲（タカマツノダン 3、唐崎、＊ 。
ノ浜）

馬 鐸状金（具佐保（木τソ玉ウダイ、シゲノダン） 。 。
｜笠頭f~－柱 坂5号カ、トウト崎ゴ）山1

、サドウ、庶

双頭管状金具（サカドウ、j却下111母ガヤノキ、木 。
坂5号、）

不明銅烈（サカドウ）

貨 J比（シゲノダン） 。 。

＠容 器｜鎮 （佐護クヒツレ） 。

南
北
市
雑
考
（
下
脇
陣
）

｝＼ 
四

須

ダ
比

ウ

恵

ソ
旧

、

吉

浜
、

ガ

キ
）
ス

ノ
崎
ロ

ヤ
ガ
キ

ガ
－
保

、
エ
佐
）

ウ
櫛
、
鼻

ド
、
鼻
音

カ
島
南
観

）
サ
姓
木
曽

田
、
小
黒
、

仁
ン
賀
、
崎

、
ダ
佐
浜
赤

ル
ノ
、
ノ
、

ビ
ツ
宮
糠
崎

ク
7
A
Y
支
店

）
談
カ
、
卯
、

百
佐
タ
山
、
ン

ノ
、
根
ゴ
浜
ダ

格
岳
三
ト
ノ
ノ

虫
白
、
ウ
東
ゲ

十
日
談
以
ト
位
シ

（
佐
木
、
仁
、

附
（
（
山
（
イ

詰

げ

町

対
県
町
玉

上

上

峰

登

九

都

郡

泊
県
か
か
県

棚

上

下

山
M
F
E
E－
－
E
J

、1

『11
『、

遺「
J註f
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に
す
る
こ
と
さ
え
除
け
ば
、
面
径
・
字
体
・
文
様
構
成
な
ど
前
漢
後
半
の
連
孤
文
「
清
白
鏡
」
な
ど
と
同
類
で
福
岡
県
三
雲
・
須
玖
・
立

岩
な
ど
の
弥
生
中
期
後
半
の
国
王
ク
ラ
ス
の
蜜
棺
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
櫛
エ

l
ガ
崎
出
土
の
明
光
鏡
も
同
様
で
、
福
岡
・
佐
賀
県
に
ま

た
が
っ
て
5
例
の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
土
拡
墓
、
蜜
棺
、
箱
式
石
棺
の
貴
重
な
副
葬
品
と
し
て
扱
か
わ
れ
て
い
る
。
弥
生
中
期
末

か
ら
後
期
前
半
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
塔
の
首
4
号
石
棺
の
方
格
規
矩
文
鏡
は
河
南
省
洛
陽
焼
溝
謀
基
の
第
6
型
3
式
鏡
に
類
似
す
る
も

の
で
後
漢
初
期
1
中
葉
に
相
当
し
、
塔
の
首
で
は
後
期
前
半
の
土
器
と
出
土
し
た
。
同
時
期
に
近
い
同
型
1
式
の
も
の
は
佐
賀
県
桜
馬
場

や
栢
附
県
五
穀
神
社
か
ら
後
期
前
半
の
墳
墓
に
伴
っ
て
出
土
し
、

3
式
に
近
い
も
の
は
福
岡
市
西
新
の
箱
式
石
棺
か
ら
出
土
し
て
、
前
浅

こ
う
し
た
北
部
九
州
で
の
宝
器
と
し
て
の
扱
い
は
、
対
馬
で
も
同
じ
の
事
ら
し

（
叩
V

く
、
ェ

l
ガ
崎
で
は
明
光
鏡
に
闘
を
す
り
あ
げ
、
下
端
に
二
孔
を
穿
っ
た
形
式
の
新
ら
し
い
細
形
銅
剣
が
伴
っ
た
。
乙
の
銅
剣
は
タ
カ
マ

ツ
ノ
ダ
ン
、
東
の
浜
と
異
な
っ
て
、
舶
載
の
銅
剣
か
ら
発
達
し
て
日
本
で
独
自
に
創
出
さ
れ
た
も
の
で
、
銅
剣
副
葬
の
末
期
的
な
も
の
で

の
鋭
と
同
様
に
宝
器
と
し
て
の
有
り
方
を
示
し
て
い
る
。

あ
る
が
北
部
九
州
と
閉
じ
思
考
の
も
と
に
副
葬
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

塔
の
廿
4
号
石
棺
に
副
葬
さ
れ
た
方
格
規
矩
鏡
は
石
の
聞
に
す
べ
り
落
ち
た
状
態
で
棺
の
中
央
部
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
件
引
の
首
造

跡
の
2
・
3
号
石
棺
の
副
葬
品
の
処
理
が
宝
器
的
で
あ
る
こ
と
か
旨
り
し
て
も
、
こ
の
鏡
は
宝
器
と
し
て
扱
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

北
部
九
州
の
墳
墓
と
同
様
の
扱
い
を
受
け
た
も
の
で
、
は
る
ば
る
平
嬢
付
近
よ
り
入
手
し
た
貴
章
品
で
あ
る
。

対
応
の
小
形
佑
製
鏡
は
高
倉
洋
彰
氏
に
よ
る
と
I
型
と
E
型
に
わ
か
れ
、
－
型
は
朝
鮮
半
島
南
部
と
対
馬
に
だ
け
分
布
し
、
そ
の
製
作

地
と
し
て
は
朝
鮮
半
島
に
置
く
の
が
妥
当
と
し
て
い
る
。
－
型
は
タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン
に
二
画
（

3m中
）
、

面
の
四
面
が
出
土
し
、
後
期
前
半
の
時
期
に
相
当
す
る
。
－
型
の
中
で
古
式
に
あ
た
る

a
類
が
慶
尚
北
道
の
漁
隠
制
と
タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン

に
出
土
し
、
最
近
で
は
佐
賀
県
二
塚
山
岨
号
蜜
棺
（
後
期
初
頭
）
か
ら
漁
応
洞
に
酷
似
す
る
も
の
が
出
土
し
て
、
朝
鮮
半
島
製
の
小
形
的

製
鏡
が
北
九
州
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
判
っ
た
。
し
か
も
蜜
棺
の
副
葬
品
と
し
て
、
他
棺
出
土
の
漢
式
鏡
と
同
様
に
宝
器
的
な
扱
い
を
受

佐
保
赤
崎
、

東
の
浜
に
各

け
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
対
馬
の
小
形
妨
製
鏡
も
宝
器
と
し
て
の
価
値
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
鏡
は
慶
尚
道
や
全
羅
道
な

南
北
市
雑
考
（
下
線
）

一
八
五



南
北
市
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考
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下
脇
陣
）

一－
K
L

、

－，，，－，，， 

ど
、
朝
鮮
半
島
南
部
よ
り
将
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
対
馬
・
北
九
州
で
実
用
上
の
価
値
を
持
つ
た
め
他
の
朝
鮮
青
銅
器
と
は
別
の
扱

い
を
う
け
て
い
る
。

＠
釧
こ
れ
に
は
刺
身
と
太
身
の
も
の
が
あ
る
。

細
身
は
環
体

O
、
二

1
0、
四
セ
ン
チ
位
で
佐
保
ソ
ウ
ダ
イ
、
持
制
点
目
鼻
2
n
v
石
桁

に
出
土
し
、
後
期
前
半
と
後
半
の
も
の
と
あ
る
。
い
づ
れ
も
出
土
状
態
が
不
明
の
た
め
着
装
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

北
部
九
州
で
は
弥
生
中
期
に
佐
賀
県
宇
木
汲
田
遺
跡
に
出
土
し
て
い
る
が
、
乙
の
時
期
ま
で
使
わ
れ
た
か
ど
う
か
明
確
で
な
い
。
須
玖

ω

E
号
土
拡
墓
が
後
期
に
下
降
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
可
能
性
は
あ
る
。
慶
向
北
道
漁
隠
洞
に
類
似
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。

太
身
の
も
の
は
邸
休

O
、
五

t
一
セ
ン
チ
で
絡
の
首
2
・
3
号
、
下
ガ
ヤ
ノ
キ

B
、
糠
ノ
浜
、
以
木
南
・
品
に
ロ
倒
が
出
土
し
て
い
る

が
、
塔
の
首
を
除
い
て
出
土
状
態
は
不
明
で
あ
る
。
塔
の
首
2
号
で
は
胸
か
ら
頭
の
位
置
に
ガ
ラ
ス
玉
や
管
玉
が
分
布
し
、
釧
は
被
葬
者

の
「
ち
ょ
う
ど
左
手
に
装
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
常
態
で
出
土
し
た
。

3
号
も
「
銅
釧
は
両
側
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
左
右
の
腕

の
位
置
に
ふ
さ
わ
し
い
地
点
に
、
か
っ
腕
を
直
ぐ
に
伸
ば
し
て
い
た
よ
う
な
方
向
で
出
土
し
た
」
と
の
こ
と
で
、

2
・
3
号
と
も
着
装
の

状
態
を
示
し
て
い
る
。
右
腕
の

2
個
に
は
内
側
に
、
左
腕
の

4
個
に
は
外
腕
に
そ
れ
ぞ
れ
布
片
が
付
着
し
、
身
に
つ
け
た
際
の
衣
服
の
布

が
布
着
し
た
か
、
包
ま
れ
て
い
た
状
態
を
示
し
、
い
づ
れ
に
し
て
も
身
に
つ
け
る
か
、
宝
器
的
に
扱
か
う
か
の
丁
市
一
な
処
理
の
肢
を
践
し

こ
れ
ら
太
身
の
釧
は
大
同
や
山
県
州
付
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
特
に
下
ガ
ヤ
ノ
キ
例
の
よ
う
な
金
銅
張
り
の
も
の
は
、
北
部
朝

鮮
に
出
土
し
て
い
る
。
鏡
と
同
様
で
、
平
壌
付
近
の
遠
隔
地
か
ら
将
来
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
貴
重
品
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

て
い
る
。

銅
剣
に
は
細
形
銅
剣
と
変
形
細
形
銅
剣
、
付
属
金
具
に
鍔
、
剣
柄
、
各
種
剣
把
頭
と
鞘
尻
金
具
が
あ
る
。
④
と

並
ん
で
普
遍
的
な
出
土
を
日
比
る
が
、
こ
れ
ら
は
装
着
さ
れ
て
出
土
す
る
こ
と
な
く
、
遊
離
し
て
出
土
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る

が
、
こ
の
点
①
②
の
よ
う
に
生
き
た
迫
具
と
し
て
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

吉
田
今
宮
神
社
、

＠
剣
お
よ
び
付
属
金
具

細
形
銅
剣

東
の
浜
に
出
土
。

吉
凶
例
は
不
明
で
あ
る
が
他
は
箱
式
石
棺
の
出

い
づ
れ
も
細
形
銅
剣
と
し
て
は
後
出
形
式
の

タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン
、
サ
カ
ド
ゥ
、

土
。
形
式
は
森
貞
次
郎
氏
の

B
Eお
〉
苦
ノ
武
畑
氏
の

E
ぬ
（
の
ち
に
細
川
形
銅
剣
第
E
式
）
で
、



も
の
で
あ
る
。
サ
カ
ド
ウ
は
下
端
を
失
く
し
て
い
る
が
ま
ず
B
E式
に
間
違
い
あ
る
ま
い
。
北
九
州
に
は
乙
の
時
期
出
土
し
な
い
。

木
坂
7
号

石

棺

出

土

の

銅

剣

は

朝

方

や

節

帯

が

な

く

、

い

わ

ゆ

る

細

形

銅

剣

と

形

式

を

異

に

し

て

い

舗
が
茎
端
ま
で
及
ぶ
形
式
で
、

る
。
森
氏
が
C
式
と
し
、
細
形
銅
剣
の
退
化
形
態
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
小
田
氏
は
遼
寧
式
銅
剣
か
ら
分
れ
た
分
派
形
式
と
し
て
、
細

形
銅
剣
と
併
立
し
て
朝
鮮
半
島
｜
対
馬
｜
北
九
州
に
広
が
っ
た
も
の
と
し
た
。
同
タ
イ
プ
の
銅
剣
は
南
朝
鮮
の
忠
清
南
道
、
慶
尚
北
道
、

慶
尚
南
道
金
海
会
唄
里
D
区
に
も
分
布
し
、
南
朝
鮮
か
ら
渡
っ
て
き
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

変
形
細
形
銅
剣

佐
謹
白
岳
、
東
の
浜
、

シ
ゲ
ノ
ダ
ン
、
恵
比
須
山
6
号
石
棺
に
各
1
本
の
四
本
が
出
土
し
、
慶
向
南
道
金
海
に
2
本

出
土
し
て
い
る
。
安
武
畑
氏
は
朝
鮮
半
島
南
岸
一
帯
に
日
本
製
の
佑
製
利
器
の
出
土
例
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
対
応
に
よ
り
多

く
乙
の
銅
剣
が
出
土
す
る
乙
と
か
ら
、
対
馬
鋳
造
説
を
考
え
て
い
る
。
武
末
氏
は
こ
れ
に
疑
問
を
は
さ
み
、
対
馬
で
の
鋳
造
で
の
無
な
味

さ
と
、
日
本
で
は
別
の
形
式
の
銅
剣
が
流
布
し
て
い
た
乙
と
か
ら
、

ムL

確
か
に
大
邸
晩
村
洞
や
江
原
道
付
近
出
土
と
伝
え
る
銅
文
に
は
日
本
妨
製
品
と
区
別
が
つ
か
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
金
海
で
変
形
細

形
銅
剣
と
一
括
品
に
な
る
と
い
ラ
二
本
の
銅
汚
同
じ
く
金
海
出
土
の
菱
陽
抹
氏
蔵
尉
（
良
洞
出
か
）
の
二
本
の
銅
矛
は
対
応
や

U
本
に

も
な
い
銅
矛
で
闘
の
形
式
は
こ
の
四
本
共
通
し
た
独
特
の
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
長
さ
は
凹

0
セ
ン
チ
を
切
る
も
の
で
あ
る
が
鋒
部
は
閥

日
本
で
の
鋳
造
を
否
定
し
、

金
海
あ
た
り
で
の
鋳
造
を
考
え
て
い

が
り
、
樋
の
長
さ
も
短
か
く
、
ま
た
銅
質
も
よ
く
な
い
。

日
本
の
佑
製
鋼
矛
と
は
全
く
別
物
で
あ
る
。
湯
の
め
ぐ
り
も
悪
い
た
め
処
々
に

こ
の
こ
と
は
南
朝
鮮
で
日
本
と
は
別
に
儀
器
的
銅
器
が
製
作
さ
れ
た
可
能
性

こ
れ
と
一
括
関
係
に
あ
る
変
形
細
形
銅
剣
も
銅
質
悪
く
、
植
が
短
か
く
、
か
つ
湯
め
ぐ
り
も
悪
い
点
な
ど
製
作
技
術
や
樋
の
退

化
、
銅
質
な
ど
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
銅
矛
と
同
様
朝
鮮
製
の
儀
器
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
飛
山
洞
の
銅
文
に
し
て
も
そ
う
だ
が

、
い
わ
ゆ
る
細
形
と
い
わ
れ
た
段
階
の
後
を
受
け
て
、
朝
鮮
半
島
南
岸
部
を
中
心
と
す
る
地
域
に
儀
器
化
し
た
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
文
の
製

作
が
独
自
に
聞
か
れ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
変
形
細
形
銅
剣
の
場
合
、
武
末
氏
も
い
う
よ
う
に
日
本
製
と
す
る
と
悩
況
的
に
説
明
が

す
が
で
き
て
、
儀
器
的
銅
器
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

を
示
し
、

無
理
で
あ
り
、
氏
が
い
う
よ
う
に
金
海
付
近
に
そ
の
根
拠
地
が
あ
り
、
そ
れ
が
対
応
に
将
来
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

南
北
市
雑
考
（
下
僚
）
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F七



南
北
市
雑
考
（
下
僚
）

司

1

、1
、

－，，，，，， 

シ
ゲ
ノ
ダ
ン
、
佐
保
赤
崎
2
号
石
棺
、
黒
木
南
鼻
、
木
坂
7
号
に
出
土
し
た
。
明
ら
か
に
朝

鮮
製
品
で
あ
る
。
朝
鮮
南
部
で
は
大
郎
市
飛
山
洞
・
晩
村
洞
・
済
州
島
山
地
港
に
出
土
例
が
あ
る
。

剣

柄

木

坂

5
号
石
棺
に
唯
一
の
出
土
例
が
あ
る
。
鍔
と
剣
柄
が
同
鋳
さ
れ
た
も
の
で
、
乙
れ
を
調
べ
た
小
田
富
士
雄
氏
は
慶
尚
北
道

慶
州
（
東
国
大
学
校
博
物
館
所
蔵
）
出
土
品
と
同
箔
品
と
断
定
し
た
。
他
に
伝
慶
尚
北
道
慶
州
、
慶
尚
南
道
金
海
に
同
型
品
が
出
土
し
て
お

り
氏
は
鹿
州
付
近
で
製
作
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
い
づ
れ
に
し
ろ
、
慶
尚
道
あ
た
り
よ
り
将
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

鍔

ガ
ヤ
ノ
キ

B
、
タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン
、

8
遺
跡
日
個
の
出
土
例
が
あ
り
、
白
岳
、
小
姓
島
5
号
、
キ
ロ
ス
ガ
浜
、
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
、
唐
崎
、
恵
比
須
山
8
号
は
十
字
形

で
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
の
う
ち
の
一
例
と
恵
比
須
山
例
に
は
笠
頭
が
つ
く
。
ジ
ゲ
ノ
ダ
ン
例
は
把
頭
の
両
端
に
一
匹
づ
つ
の
獣
が
つ
い
て
い
る

が
、
こ
れ
は
慶
尚
南
道
金
梅
酒
村
面
良
洞
里
出
土
の
剣
把
頭
の
両
端
に
二
匹
づ
つ
の
獣
を
つ
け
た
も
の
と
共
通
し
、
岡
内
氏
は
南
朝
鮮
で

成
立
し
た
把
頭
飾
と
考
え
て
い
る
。
動
物
意
匠
を
把
頭
や
帯
鈎
に
あ
ら
わ
す
南
朝
鮮
文
化
の
表
現
と
い
え
る
。

剣
把
頭

キ
ロ
ス
ガ
浜
出
土
品
と
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
の
二
例
は
粟
粒
文
を
持
つ
把
頭
金
具
で
、
こ
れ
ま
で
平
安
南
道
大
同
江
面
、
黄
海
北
道
葛
明
里
、

成
鏡
北
道
洪
原
郡
雲
甫
里
な
ど
北
部
朝
鮮
域
に
出
土
し
た
の
で
、
朝
鮮
北
部
と
の
交
渉
を
説
く
人
が
多
い
。
把
頭
飾
の
み
を
単
独
に
請
来

す
る
の
も
不
可
思
議
に
思
っ
て
い
た
と
乙
ろ
、
慶
尚
南
道
三
千
甫
市
馬
洞
ド
ウ
ン
品
で
双
踊
符
状
銅
器
と
共
に
出
土
し
た
と
の
教
示
を

得
、
把
頭
金
具
と
南
朝
鮮
と
の
繋
が
り
を
把
む
事
が
で
き
た
。

サ
カ
ド
ウ
に
は
触
角
式
剣
把
頭
が
出
土
し
て
い
る
。
い
づ
れ
も
別
鋳
式
の
も
の
で
サ
カ
ド
ウ
の
も
の
は
表
現
の
硬

化
が
進
み
カ
タ
マ
ツ
ノ
ダ
ン
例
よ
り
も
形
式
的
に
新
ら
し
い
。
乙
の
把
頭
飾
の
祖
形
を
な
す
も
の
は
、
慶
尚
北
道
大
郎
市
飛
山
洞
に
出
土

し
て
い
る
。
や
は
り
別
鋳
式
で
平
壌
博
物
館
蔵
よ
り
も
表
現
が
硬
く
な
っ
て
い
る
が
、
触
角
部
の
水
鳥
も
一
見
し
て
そ
れ
と
判
じ
る
乙
と

タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン
、

が
で
き
る
。
タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン
に
な
る
と
烏
の
面
影
は
な
い
が
目
釘
穴
の
左
右
の
三
角
形
の
透
孔
な
ど
近
似
し
て
い
る
。
タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ

ン
・
サ
カ
ド
ウ
は
飛
山
洞
に
後
続
す
る
形
式
で
、
慶
向
道
付
近
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

唐
崎
に
二
例
の
出
土
を
見
る
。
同
タ
イ
プ
の
も
の
は
慶
尚
南
道
金
海
む
鹿
向
北
道
大
郎
市
飛
山
洞
、
同
脱
村
純

r出
土
し
て
、

鞘
民



慶
尚
道
付
近
に
限
ら
れ
て
い
る
。
北
部
朝
鮮
に
は
出
土
せ
ず
、
同
内
氏
の
い
う
B
式
で
あ
る
。

以
上
剣
及
び
付
属
金
具
を
個
別
に
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
出
自
は
慶
尚
北
道
や
南
道
の
南
部
朝
鮮
地
域
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
、

日

本
に
は
出
土
し
な
い
。

。
そ
の
他
の
舶
載
青
銅
器

こ
れ
に
属
す
る
も
の
は
用
途
上
相
互
に
関
連
が
な
く
、

そ
れ
一
個
で
は
ま
た
用
途
を
完
全
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
か
も
、

そ
う
い
う
半
端
物
が
し
ば
し
ば
一
括
し
て
出
土
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
使
途
が
不
明
な
も
の
が
多
い
。
出
土
す

る
時
単
数
で
出
土
す
る
事
も
多
い
。

有
孔
十
字
形
金
具

十
字
形
の
中
央
に
孔
を
め
ぐ
ら
し
、
孔
を
中
心
に
稜
形
の
文
様
で
取
り
ま
き
、
脚
の
末
端
は
綾
杉
状
に
な
る
。
湾

山
中
高
の
裏
町
に
は
脚
の
中
央
を
中
軸
と
し
て
縦
杉
状
の
文
様
を
入
れ
る
。
サ
カ
ド
ゥ
、
唐
崎
、
木
坂
5
号
に
出
土
す
る
も
用
途
は
不
明

で
、
朝
鮮
に
も
類
品
は
出
土
し
て
い
な
い
。
秋
山
進
年
氏
は
こ
の
文
様
と
八
珠
鈴
の
文
様
が
関
連
す
る
も
の
と
見
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ

れ
ば
、
朝
鮮
南
部
に
同
類
品
が
出
土
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

サ
カ
ド
ウ
と
上
県
町
の
仁
田
に
出
土
。
前
者
は
中
央
に
穴
の
あ
る
梢
円
形
の
板
状
品
で
、
孔
を
中
心
と
し
た
毘
形
の
文
様
と
そ

れ
を
埋
め
る
斜
線
文
か
ら
な
る
が
、
全
く
同
じ
形
と
構
図
を
持
っ
た
類
品
が
慶
尚
北
道
永
川
漁
隠
洞
か
ら
出
土
し
た

om隠
洞
で
は
虎
形

帯
鈎
の
掛
金
具
に
使
わ
れ
て
い
る
が
吃
対
馬
に
帯
鈎
は
出
土
し
て
い
な
い
。

司
寸
時

角
形
銅
器

白
岳
、

サ
カ
ド
ゥ
、
店
崎
、
木
坂
5
号
に
出
土
。
牛
の
角
形
を
し
た
銅
器
で
角
の
先
端
部
は
カ
ー
ブ
し
て
細
く
な
り
把
を

な
す
。
根
元
付
近
は
中
空
で
器
物
が
挫
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
装
入
物
を
固
定
す
る
た
め
の
目
釘
穴
も
あ
る
。
こ
の
付
近
に
は

併
行
斜
線
が
め
ぐ
ら
さ
れ
る
。
群
馬
県
白
石
稲
荷
山
古
墳
で
は
鉄
製
万
子
の
柄
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
対
馬
で
は
着
装
さ
れ
て
出
土
し
た

例
は
な
い
。
古
く
出
土
し
た
白
岳
例
な
ど
、
金
海
貝
塚
の
鹿
角
製
万
子
柄
と
対
比
さ
れ
て
き
た
が
、
慶
州
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
牛
角
形
銅

器
が
斡
国
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
形
態
は
よ
く
似
る
。
特
に
う
ち
一
点
は
木
坂
、
サ
カ
ド
ゥ
、
唐
崎
例
の
よ
う
に
把
口
付
近
に
併
行
刻
線

文
が
巡
ら
さ
れ
、
密
な
関
連
品
で
あ
る
乙
と
が
よ
く
判
る
。

南
北
市
緩
考
（
下
僚
）
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南
北
市
雑
考
（
下
位
陣
）

一九
O

タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン
に
3
個
、
唐
崎
と
東
の
浜
に
1
個
出
土
。
い
づ
れ
も
半
球
形
状
で
方
形
・
楕
円
形
・
批
形
の
も
の
は

な
い
。
永
川
漁
隠
洞
に
類
例
が
あ
る
が
、
唐
崎
例
は
文
様
ま
で
類
似
し
て
い
る
。
草
金
具
の
中
で
も
秋
山
氏
の
い
う
馬
腹
草
市
に
使
わ
れ

た
の
で
あ
れ
ば
、
対
応
出
土
の
も
の
は
少
数
に
す
ぎ
る
。

半
球
形
飾
鋲

d馬
ww 

佐
保
ソ
ウ
ダ
イ
、
同
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
に
各
一
例
出
土
。
前
者
に
は
銅
舌
が
後
者
に
は
鉄
舌
が
伴
な
っ
て
い
た
。
文
様
は
前
者
は
三

区
に
分
け
た
方
形
区
間
の
中
に
各
々
三
個
二
列
の
孔
を
、

後
者
は
斜
格
子
状
の
区
画
の
中
に
各
一
個
の
孔
を
多
数
陽
鋳
し
た
も
の
で
あ

る。
外
米
…
山
入
室
旦
の
五
例
の
応
鮮
は
鋸
掬
状
文
と
対
角
，
純
文
と
で
埋
め
入
念
な
つ
く
り
を
見
せ
、
対
馬
の
も
の
も
、

こ
れ
に
共
通
す
る
入

念
さ
を
持
つ
。
黄
海
南
道
股
栗
出
雲
城
里
の
土
拡
墓
出
土
の
馬
鐸
は
舌
に
穿
上
横
文
五
銭
銭
を
使
い
、
表
面
に
は
お
個
の
乳
を
配
し
て
い

る
的
）
つ
く
り
は
粗
く
入
室
里
の
も
の
と
異
な
る
。
秋
山
氏
は
馬
鐸
を
南
朝
鮮
車
馬
具
の
特
徴
だ
と
指
摘
し
、
音
響
具
と
し
て
の
役
割
に
変

っ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

朝
鮮
北
部
に
出
土
す
る
よ
う
な
耶
術
具
や
車
軸
金
具
な
ど
の
車
馬
具
は
南
朝
鮮
に
出
土
せ
ず
、

そ
れ
が
対
馬
に
も
反
映
し
て
、
馬
銀
以

外
の
車
街
・
車
軸
の
車
馬
具
は
出
土
し
な
い
。
乙
の
点
か
ら
も
対
馬
青
銅
器
の
系
議
が
南
朝
鮮
地
方
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

笠
一
山
形
金
具

サ
カ
ド
ゥ
、
店
崎
、

ト
ウ
ト
ゴ
山
l
号
、
木
坂
5
号
石
棺
に
出
土
。
用
途
不
明
の
銅
器
で
今
の
と
こ
ろ
朝
鮮
半
品
に
類

例
は
凡
つ
か
っ
て
い
な
い
。

キ
ャ
ッ
プ
を
二
つ
双
頭
状
に
合
わ
せ
た
金
具
で
用
途
は
不
明
。
サ
カ
ド
ゥ
、
下
ガ
ヤ
ノ
キ
、
唐
崎
、
木
坂
5
号
に
出

土
。
朝
鮮
に
類
例
が
な
か
っ
た
が
、
慶
尚
南
道
三
千
甫
市
馬
洞
ド
ウ
ン
島
に
粟
粒
文
把
頭
金
具
と
出
土
し
た
。
や
は
り
、
南
朝
鮮
に
祖
形

双
頭
管
状
金
具

が
あ
る
金
具
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

以
上
の
個
別
の
検
討
か
ら
凡
て
、
＠
の
青
銅
器
も
南
朝
鮮
に
類
例
が
多
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ま
だ
不
明
の
も
の
も
あ
る
が
、
＠
の
青
銅

器
は
同
一
の
遺
跡
に
出
土
す
る
事
が
多
く
、

一
括
し
て
も
た
＝
り
さ
れ
た
公
算
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
朝
鮮
に
類
例
不
明
の
有
孔
十
字
形
金



具
や
笠
－
M
形
金
具
も
他
例
と
等
し
く
考
え
て
も
間
違
い
あ
る
ま
い
。
北
九
州
に
は
出
土
し
な
い
。

佐
能
ク
ピ
ル
で
一
例
出
土
。
金
関
恕
氏
は
天
理
参
考
館
蔵
の
平
壌
出
土
の
鍍
と
比
較
し
、
合
わ
せ
て
中
国
、
朝
鮮
出
土
例
と
の

関
辿
か
ら
半
壊
付
近
で
作
ら
れ
た
可
能
性
を
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
本
来
の
用
途
は
と
も
か
く
、
対
応
に
迩
ば
れ
た
怠
味
に
つ
い

＠ 
銭

て
は
不
明
で
あ
る
。

鮮
に
山
山
’
U
が
あ
り
、

乙
う
し
て
み
る
と
＠
＠
＠
は
北
部
朝
鮮
に
系
譜
が
あ
り
、
＠
＠
は
宝
器
的
扱
い
を
う
け
日
本
に
出
土
す
る
。
と
れ
に
対
し
＠
＠
は
南
朝

一
括
性
が
強
く
、
日
本
に
出
土
し
な
い
。
用
途
を
ま
っ
と
う
し
た
出
土
状
態
を
し
な
い
が
そ
れ
に
つ
い
て
は
四
車
で

の
ベ
る
。

同
対
応
舶
載
青
銅
器
と
南
部
朝
鮮
・
日
本
と
の
関
係

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
対
馬
に
舶
載
さ
れ
た
朝
鮮
南
部
の
青
銅
器
、
特
に
＠
＠
は
朝
鮮
南
部
で
い
っ
・
ど
の
よ
う
な
事
情
の
も

と
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
お
よ
び
対
．
ぬ
で
の
編
年
と
関
辿
づ
け
な
が
ら
概
括
し
て
み
た
い
。

慶
向
北
道
で
は
慶
州
九
政
里
に
銅
剣
・
銅
矛
、
銅
文
、
銅
鈴
、
銅
鐸
と
業
環
一
同
太
万
・
鉄
芹
、
鍬
状
鉄
掠
な
ど
の
鉄
器
が
出
土
し
た
。
銅

剣
は

B
I
式
、
制
矛
は
岡
崎
氏
の
中
細
銅
矛
A
（
近
藤
氏
の
d
）
、
銅
文
は
岡
内
分
類
の

E
b
ロ
式
ず
あ
る
。

同
じ
院
州

ω却
型
で

h
r
E式
の
銅
剣
、

E
a
ロ
式
の
銅
文
が
伴
い
、

中
細
銅
矛
A
類
（
d
）

銅
矛
は
長
四
三
・
六
セ
ン
チ
で
あ

る。
乙

ω組
合
せ
は

H
本
で
は
弥
生
時
代
中
期
の
中
葉
前
後
に
相
当
し
、
銅
矛
の
仲
び
か
ら
い
え
ば
佐
賀
県
汲
回
よ
り
も
時
期
が
降
り
、
福

岡
県
須
玖
、
同
三
主
一
号
蜜
桁
の
時
期
に
あ
た
る
。
前
漢
後
半
の
直
経
口

3
四
セ
ン
チ
を
測
る
大
形
の
述
孤
文
鏡
が
北
九
州
に
出
現
す
る

時
期
で
あ
る
。

南
北
市
雑
考
（
下
僚
）

九



南
北
市
雑
考
（
下
僚
）

こ
れ
ら
の
遺
跡
に
後
続
す
る
の
は
慶
尚
北
道
で
は
大
郎
市
の
飛
山
洞
遺
跡
で
あ
る
。
飛
山
洞
に
は
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
文
、
そ
の
他

の
青
銅
器
は
じ
め
、
多
数
の
鉄
器
も
含
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
。
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
文
は
い
づ
れ
も
前
述
遺
跡
よ
り
も
新
ら
し
い
形
式
を
含

ん
で
い
る
。
銅
剣
は
5
本
出
土
し
た
が
、
う
ち
3
本
は
坪
里
と
同
様
の

B
E式
の
も
の
で
あ
る
。
残
り
の
二
本
は
通
常
の
も
の
よ
り
一
本

九

多
い
二
本
の
血
溝
を
持
ち
、
制
り
は
浅
く
、
そ
れ
よ
り
下
端
の
茎
と
の
間
も
直
線
状
に
仕
上
げ
ら
れ
た
新
ら
し
い
特
徴
を
持
つ
。

ζ

の
形

式
は
森
氏
に
よ
っ
て

C
式
、
ヰ
ア
武
畑
氏
に
よ
っ
て
細
型
銅
剣
E
B
と
さ
れ
た
も
の
で
、
い
づ
れ
も
細
形
銅
剣
の
中
で
も
最
終
末
に
置
か
れ

る
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
は
穿
上
横
文
で
あ
る
か
ど
う
か
最
近
再
検
討
さ
れ
て
い
る
五
還
を
出
土
し
た
黄
海
道
黄
州
黒
椅
里
山
野
の
銅
剣

と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

銅
矛
は
二
本
出
土
し
た
が
長
四

0
・
0
五
セ
ン
チ
と
四
六
・
七
セ
ン
チ
で
岡
崎
氏
は
い
づ
れ
も
中
細
銅
矛
A
類
と
し
て
い
る
。
前
者
は

九
政
里
や
坪
里
と
同
じ
タ
イ
プ
で
あ
る
が
、
後
者
は
こ
の
タ
イ
プ
の
中
で
も
最
も
長
い
も
の
に
な
っ
て
、
坪
里
や
九
政
里
よ
り
後
出
す
る

も
の
で
あ
る
乙
と
が
判
る
。
ま
た
長
鋒
化
し
た
た
め
、
前
者
の
よ
う
に
聞
か
ら
鐙
ま
で
一
直
線
に
鋭
く
と
が
ら
ず
、
刃
部
の
中
央
が
三
分

の
五
程
併
行
し
て
走
る
ま
の
び
し
た
形
に
な
り
、
わ
が
国
の
こ
の
後
の
段
階
に
的
製
品
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
中
細
銅
矛
B
類
に
近
づ
い
て

い
る
。
儀
器
化
の
道
を
辿
り
始
め
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

鋼
文
は
胡
と
内
の
角
度
が
直
角
に
近
く
な
り
、
長
さ
四
セ
ン
チ
と
伸
び
ず
小
形
で
あ
る
が
、
身
の
中
央
で
一
段
細
ま
り
、
鋒
先
に
か
け

て
再
び
広
闘
に
な
る
と
い
う
、
わ
が
国
の
的
製
鋼
文
に
共
通
す
る
特
徴
を
示
し
て
、

E
a
ロ
や
E
b
ロ
よ
り
も
新
ら
し
い
形
式
に
な
っ
て

い
る
。
岡
内
氏
は

E
型
式
を
「
す
で
に
刺
突
・
斬
殺
の
兵
器
と
し
て
用
を
為
し
得
な
い
形
態
に
な
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
本
例
は

そ
れ
よ
り
更
に
退
化
し
た
儀
器
的
特
徴
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
飛
山
洞
の
銅
利
器
は
細
形
の
も
の
と
し
て
は
最
終
段
階
に
到
達
し
て
お
り
、
す
で
に
一
部
は
儀
器
と
し
て
の
特
徴
を
示

し
始
め
て
い
る
と
い
え
る
。
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表
朝

鮮
南

部
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対
馬
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表

慶
尚

オt
道

慶
尚

南
道

対
馬

北
九

州

九
政
星(
B
 I
銅
剣
・

d
銅

矛
、

鉄

器〕
須

玖
中

坪
呈C
B
 E
銅
剣
・

b
、

C
、

d
三

雲
葉

銅
矛
）

飛
山

洞
立

岩
中

C
B
 E

、
C
銅

剣
、

触
角

式
（
内
行
花
文
連
孤
文

期
把
頭
飾
、

d
銅

矛
、

中
細

銅
鏡

、
日

光
鏡

、
鉄

剣

前
文
、
虎
形
帯
鈎
、
鉄
器
）

鉄
矛
、
中
細
銅
矛
）

末

漢
漁

隠
洞

久
里

葉
（
虎
形
帯
鈎
、
日
光
鏡
、

（
中
細
銅
文
、
中
細

て
小

形
佑

製
鏡

、
半

球
形

飾
鋲

銅
矛
）

平
環
）

＼
 

シ
ゲ
ノ
ダ
ン

タ
カ

マ
ツ

ノ
ダ

ン
サ

カ
ド

ウ
東

ノ
浜

ニ
塚

山
K
4
6

後
後

晩
村
iFol

良
j同

里
（
貨
泉
、
変
形
細
形
銅

(
B
 E
銅

剣
、

触
（
触
角
式
把
頭

（
変
形
細
形
銅

（
小
形
的
製
鏡
、
鉄

期
i、芙
井

（
中
広
鍋
犬
、

B
E

・
C
銅

（
方
格
規
矩
四
神
鏡
、
鉄
剣

剣
、
獣
付
把
頭
金
呉
、

角
式

把
頭

飾
、

小
飾

、
平

環
〉

剣、
B
E
銅

剣
矛）

剣）
鉄
矛
、
獣
付
把
頭
飾
）

鉄
剣

、
中

広
銀

矛
j巴

佑
製
鏡
、
半
球

鉄
剣
、
釘
Ii浜〕

桜
馬

場
前

末
金

海
一

括
ほ
か
）

形
飾
鋲
〉

（
方
格
規
矩
四
神
鏡

半
（
変
形
中
田
形
銅
剣
、
変
形
鋼

鉄
万
）

矛
〉

塔
ノ

嘗（
広
形
銅
矛
）

木
坂
5
号

後

（
広
形
鋼
矛
、
剣
柄
、
日
；
本
製
佑
製
鏡
、

半

有
孔
十
字
形
銅
器
ほ
か
）



乙
の
飛
山
洞
で
出
土
し
た
虎
形
帯
鈎
は
慶
尚
北
道
永
川
漁
隠
洞
出
土
の
虎
形
帯
鈎
と
酷
似
す
る
も
の
で
、
そ
の
時
代
の
近
さ
を
想
定
さ

せ
る
。
文
様
の
表
現
に
一
部
の
相
違
は
あ
る
が
そ
の
形
姿
は
同
巧
の
も
の
で
あ
る
。
北
方
系
の
動
物
文
様
の
南
朝
鮮
に
お
け
る
影
響
は
こ

の
漁
隠
洞
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
代
表
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
つ
な
が
り
は
飛
山
洞
の
銅
剣
剣
柄
に
装
着
さ
れ
て
い
た
オ
ル
ド
ス
系
の
の
水

九
の
表
現
を
持
つ
別
鋳
剣
把
頭
の
南
朝
鮮
で
の
製
作
と
、
こ
の
動
物
文
様
の
出
現
と
関
連
あ
り
と
す
る
考
え
を
、
可
能
的
に
す
る
。

漁
隠
洞
で
は
、
「
見
日
之
光
、
天
下
大
明
」
連
孤
文
鏡
を
伴
っ
て
い
る
が
、
と
の
鏡
は
洛
陽
焼
溝
漢
墓
で
は
W
型
一
式
と
さ
れ
、
前
漢

末
か
ら
新
王
芥
聞
に
置
か
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
福
岡
県
三
雲
二
割
、
丸
尾
都
目
立
岩
川
一
日
干
の
聾
棺
に
出
土
し
、
弥
生
中
期
末
に
伴
う
こ

と
が
多
い
。
佐
賀
県
二
塚
山
記
号
護
棺
の
小
形
妨
製
鏡
は
漁
隠
洞
の
小
形
的
製
鏡
と
酷
似
し
、
後
期
初
頭
の
蜜
棺
に
伴
っ
て
い
る
の
で
、

飛
山
洞
や
漁
隠
洞
は
弥
生
中
期
末
か
ら
後
期
初
頭
の
聞
に
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
こ
の
時
期
に
は
、
漁
隠
洞
に
み
る
よ
う
に
対
馬
も
に
出
土
す
る
平
環
、
半
球
状
飾
金
具
、
な
ど
の
＠
と
し
た
青
銅
器
が
伴
な
う
。

と
の
後
、
慶
尚
北
道
で
は
大
郎
晩
村
洞
遺
跡
が
後
続
す
る
。
銅
剣
、
鞘
金
具
、
銅
文
を
出
土
す
る
が
剣
金
具
以
外
の
銅
器
は
出
土
し
な

ぃ
。
銅
剣
は
飛
山
洞
と
全
く
同
じ
の

B
E
・C
（
罪
氏
の
耳
、

E
b）
式
で
あ
る
。
銅
支
は
飛
山
洞
よ
り
さ
ら
に
発
達
し
た
九
州
の
中
広
式

に
酷
似
す
る
も
の
で
、

日
本
の
後
期
前
半
代
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
今
の
と
ζ

ろ
乙
の
段
階
で
南
朝
鮮
の
銅
器
は
終
末
期
を
む
か
え
る

が
遺
構
の
性
格
が
わ
か
ら
な
い
の
は
出
土
状
態
を
知
れ
な
く
て
遺
憾
で
あ
る
。

四
神
鏡
、

一
方
慶
尚
南
道
の
洛
東
江
流
域
に
も
同
時
期
の
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
。
金
海
の
酒
村
面
良
洞
里
か
ら
鉄
矛
2
、
鉄
剣
2
、
方
格
規
矩

銅
製
剣
把
頭
各
一
が
出
土
し
た
。

方
格
規
矩
四
神
鏡
は
流
雲
文
縁
尚
方
作
寛
で
形

銅
金
具
は
剣
付
属
品
に
限
ら
れ
て
い
る
。

式
、
文
様
大
き
さ
と
も
ほ
ぼ
佐
賀
県
桜
馬
場
遺
跡
出
土
の
同
式
鏡
と
通
じ
る
も
の
で
、
同
時
期
の
鏡
で
あ
る
。
王
葬
新
代
の
作
で
日
本
で

は
後
期
前
半
に
伴
う
。
一
緒
に
出
土
し
た
四
獣
付
剣
把
頭
は
南
朝
鮮
で
成
立
し
た
形
式
と
い
わ
れ
る
が
、
双
獣
付
剣
把
頭
は
対
馬
ジ
ゲ
ノ

ダ
ン
に
出
土
し
、
乙
れ
に
は
貨
泉
、
変
形
細
形
銅
剣
、
鉄
剣
、

中
広
銅
矛
そ
の
他
が
伴
い
時
間
的
に
合
致
す
る
。

と
同
形
式
の
銅
剣
2
と
銅
矛
2
、
鞘
尻
l
、
剣
把
が
一
括
遺
物
と
し
て
金
海
か
ら
も
出
土
し
た
。
貨
泉
は
壱
岐
島
原
の
辻
で
、
後
期
前
半

こ
の
変
形
銅
剣
細
形

南
北
市
緩
考
（
下
篠
）

九



南
北
山
級
品
々
（
下
位
川
）

一
九
四

の
土
器
に
伴
い
、
中
広
銅
矛
は
対
応
燃
の
首
の
後
期
中
頃
に
伴
っ
た
広
形
銅
矛
よ
り
推
し
て
も
後
期
前
半
に
比
定
し
う
る
も
の
で
、

乙
の

変
形
細
形
銅
剣
を
山
山
す
金
海
一
括
泣
物
も
後
期
前
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
良
洞
旦
と
あ
ま
り
変
ら
な
い
時
期
の
も
の
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
変
形
細
形
銅
剣
の
製
作
地
に
つ
い
て
朝
鮮
説
と
日
本
説
（
対
応
）
と
二
つ
あ
り
、
武
末
氏
の
い
う
よ
う
に
前
者
で
あ
ろ

う
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
そ
れ
は
こ
の
形
式
の
み
な
ら
ず
中
細
化
し
た
銅
剣
そ
の
も
の
が
北
部
九
州
に
流
布
し
な
い
日
必
要
と
し
な
い
と

い
う
情
況
証
拠
の
み
な
ら
ず
、
一
つ
は
流
布
説
の
根
拠
と
な
る
福
岡
県
三
瀦
郡
山
部
崎
の
銅
剣
と
形
式
を
異
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
点

採
崎
例
は
長
四

O
数
セ
ン
チ
の
長
大
化
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、

で
あ
る
。

変
形
細
形
銅
剣
は
短
い
の
で
加
セ
ン
チ
（
白
岳
）
、
他

の
金
潟
、
対
応
出
土
例
は
お
セ
ン
チ
前
後
に
ま
と
ま
っ
て
い
て
、
細
形
銅
剣
の
長
さ
と
変
ら
な
い
。

こ
う
し
た
長
大
化
し
な
い
傾
向
は
金

出
で
変
形
制
形
銅
剣
に
共
伴
し
た
銅
矛
が
長
大
化
し
な
い
乙
と
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
更
に
、

幅
に
お
い
て
も
変
形
細
形
銅
剣
の
方
が

塚
附
に
比
べ
問
、
樋
の
中
央
、
樋
の
先
端
に
お
い
て
も
幅
広
に
あ
る
点
も
異
な
っ
て
い
る
。
第
三
に
乙
の
粗
鋼
剣
の
銅
質
は
銅
の
合
有
量

が
多
く
、
協

ω巡
り
が
劣
悪
で
、
そ
の
た
め
ス
が
多
く
で
き
る
が
、
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
で
伴
出
し
た
中
広
銅
矛
は
質
や
鈎
上
が
り
に
お
い
て
上

質
で
あ
り
、
同
工
人
の
製
作
に
し
て
は
技
術
に
差
が
あ
り
す
ぎ
る
。

金
海
で
変
形
細
形
銅
剣
と
共
伴
し
た
銅
矛
は
互
い
に
共
通
点
を
持
つ
。
第
一
に
中
細
銅
矛
の
中
で
も
発
達
の
極
に
述
し
、
す
で
に
儀
器

化
が
始
ま
っ
た
飛
山
洞
例
に
比
べ
て
長
さ
は
む
し
ろ
退
化
し
て
短
か
く
な
る
が
、
幅
が
広
く
な
る
。
つ
い
で
聞
か
ら
控
へ
は
鋭
く
直
線
的

に
収
束
せ
ず
、
併
行
な
刃
部
が
控
へ
と
続
き
、
先
端
は
円
く
な
る
。
ま
た
樋
が
短
く
る
た
な
め
に
樋
先
と
鐙
聞
が
長
鋒
化
す
る
な
ど
刃
よ

り
先
端
ま
で

ω形
や
樋
の
状
況
お
よ
び
仙
凡
な
ど
変
形
制
形
銅
剣
に
類
似
す
る
。
こ
の
而
か
ら
も
両
者
の
関
述
性
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
以
上

ω消
特
徴
は
い
う
ま
で
も
な
く
儀
器
的
特
徴
を
示
す
も
の
で
、
そ
の
表
而
は
変
形
刺
形
銅
剣
と
同
様
に
鈎
上
が
り
は
思
い
。
変

形
細
形
銅
剣
と
共
に
儀
器
と
し
て
意
識
的
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
銅
矛
と
同
形
の
も
の
が
二
本
あ
る
。
萎
沫
陽
氏
の
所
時
品
で
、
金
廷
鶴
氏
が
良
洞
里
出
土
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

ω
4
本
の
銅

矛
は
明
ら
か
に
儀
器
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

日
本
出
土
の
仙
製
銅
矛
と
も
別
も
の
で
あ
る
。
時
期
的
に
近
い
対
馬
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
出
土
の



中
広
銅
矛
と
比
べ
る
と
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
例
は
長
七
五
・
二
セ
ン
チ
と
長
さ
に
お
い
て
儀
器
化
を
強
調
し
て
い
る
の
に
対
し
、
金
海
例
は
三
七

・
四
、
他
の
一
例
は
錯
を
欠
い
て
三
二
・
五
セ
ン
チ
、
斐
氏
蔵
品
は
一
が
三
九
・
五
で
、
他
が
三
八
・
六
で
ほ
ぼ
四

0
セ
ン
チ
弱
と
短
か

ぃ
。
乙
れ
は
坪
旦
や
飛
山
洞
の
中
細
銅
矛
A
類
（
d
式
）
に
比
べ
て
も
や
h

短
か
く
、

逆
に
横
の
広
が
り
に
儀
器
化
の
強
調
が
見
え
て
、

日
本
品
が
長
鋒
化
す
る
の
と
対
称
的
で
あ
る
。

こ
れ
ら
銅
矛
は
反
対
に
内
側
に
反
っ
て
、
さ

ら
に
そ
ζ

の
端
で
一
段
置
い
て
霊
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
塗
口
部
が
左
右
に
ラ
ッ
パ
状
に
聞
く
な
ど
形
式
に
お
い
て
も
著
る
し
い
差

が
あ
る
。
萎
氏
蔵
品
の
一
例
に
は
植
に
綾
杉
文
を
鋳
出
し
て
い
る
。
日
本
に
は
銅
文
の
樋
に
綾
杉
を
鋳
出
す
る
こ
と
は
通
例
で
も
銅
矛
で

形
の
上
で
も
日
本
品
は
関
の
形
成
が
関
か
ら
そ
の
付
根
に
緩
い
外
狐
を
描
く
の
に
付
し
、

は
あ
り
え
な
い
。
以
上
の
点
か
ら
金
海
出
土
の
銅
矛
を
日
本
品
と
見
る
事
は
困
難
で
、
朝
鮮
で
独
自
に
創
出
さ
れ
た
儀
器
と
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
う
し
て
岡
内
氏
も
い
う
よ
う
に
、
朝
鮮
南
部
で
独
自
の
形
式
化
・
儀
器
化
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
承
知
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
銅
文
に

つ
い
て
は
問
題
が
成
る
。
晩
村
洞
例
や
伝
江
原
出
土
と
伝
え
る
も
の
は
、
形
式
に
お
い
て
は
日
本
の
中
広
文
と
何
等
か
わ
る
と
こ
ろ
は
な

く
、
ま
た
こ
れ
ら
は
幅
に
膨
大
化
す
る
と
共
に
長
さ
に
お
い
て
も
朝
鮮
在
来
の
銅
文
と
比
べ
て
長
鋒
化
し
て
い
る
点
は
銅
剣
・
銅
矛
の
場

合
と
異
な
っ
て
い
る
。
慶
尚
北
道
で
は
別
と
も
い
え
る
が
、
逆
に
別
で
あ
る
か
ら
日
本
産
が
伝
わ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
、
今
は
後
に
解

決
を
残
し
て
お
こ
う
。

同
再
度
対
馬
の
青
銅
器
に
つ
い
て

中
期
末
か
ら
後
期
初
頭
ぎ
り
ぎ
り
の
時
期
ま
で
、
朝
鮮
南
部
に
は
＠
の
青
銅
器
が
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
文
な
ど
と
共
に
使
わ
れ
て
い
た

が
、
後
期
前
半
に
な
る
と
＠
類
は
急
速
に
姿
を
見
せ
な
く
な
り
、
剣
お
よ
び
鞘
金
具
・
剣
把
・
把
頭
な
ど
の
剣
付
属
金
具
の
み
が
残
っ
て

く
る
。
そ
れ
に
は
従
来
の
細
形
銅
剣
と
剣
付
属
金
具
を
伴
う
も
の
（
晩
村
洞
）
、
変
形
細
形
銅
剣
と
附
属
金
具
が
伴
う
も
の
（
金
海
一
括
遺

南
北
市
雑
考
（
下
傾
）

九
五



南
北
市
雑
考
（
下
総
）

－E
U

一、、
－4
ノ
〕
／

物
）
、
鉄
剣
と
伴
う
も
の
の
三
種
が
残
る
が
、

金
海
付
近
で
は
鉄
剣
と
鉄
剣
の
影
響
を
受
け
た
変
形
細
形
銅
剣
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ

り
、
慶
尚
北
道
で
は
晩
村
洞
の
よ
う
に
細
形
銅
剣
と
付
属
金
具
で
組
み
合
っ
て
い
た
が
、
中
広
銅
文
を
伴
な
う
よ
う
に
儀
器
化
の
波
も
押

し
寄
せ
て
い
た
。
金
海
付
近
で
は
変
形
細
形
銅
剣
と
並
ん
で
、
銅
矛
も
儀
器
佑
し
始
め
て
い
る
が
、
形
式
上
乙
れ
以
上
の
発
達
を
み
ず
、

ほ
ぽ
乙
の
時
期
に
て
青
銅
器
文
化
は
終
末
し
た
も
の
と
い
え
る
。
日
本
の
よ
う
に
中
広
か
ら
広
形
へ
と
発
展
す
る
乙
と
は
な
か
っ
た
模
様

で
あ
る
。
対
応
に
朝
鮮
舶
載
青
銅
器
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
頂
度
こ
の
よ
う
に
南
部
朝
鮮
で
青
銅
器
が
終
末
を
む
か
え
、
一
部
儀
探
的
青

銅
器
の
製
作
が
開
始
さ
れ
る
時
期
に
相
当
す
る
。

変
形
細
形
銅
剣
と
乙
れ
と
伴
出
し
た
双
獣
付
十
字
形
把
頭
金
具
を
だ
す
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
遺
跡
、
飛
山
澗
の
触
角
式
把
頭
よ
り
後
出
形
式
の

把
頭
飾
や

B
E
式
の
細
形
銅
剣
を
出
し
た
タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン
や
サ
カ
ド
ゥ
、
さ
ら
に
変
形
細
形
銅
剣
と
B
E
細
形
銅
剣
、
鉄
剣
を
共
伴
し

た
束
の
浜
や
変
形
細
形
と
把
頭
飾
を
出
土
し
た
白
岳
は
こ
の
時
期
に
該
当
す
る
。
つ
ま
り
＠
と
し
た
銅
器
の
大
部
分
は
、
朝
鮮
南
部
青
銅

器
文
化
の
末
期
に
流
れ
込
ん
だ
も
の
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
＠
は
朝
鮮
で
は
も
う
一
段
古
い
段
階
に
栄
え
た
も
の
で
あ
る
が
対
馬
で
は
＠

と
共
伴
出
土
す
る
。
＠
は
す
で
に
実
用
性
を
失
い
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
出
土
状
態
も
実
用
性
を
尊
重
し
た
も
の
で
は
な
く
、
か
か
る

も
の
が
対
馬
で
伝
世
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
何
ら
か
の
事
情
で
朝
鮮
南
部
で
保
留
さ
れ
て
い
た
も
の
が
＠
と
共
に
対
馬
に
流
入
し
た

も
の
と
考
え
る
と
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
朝
鮮
南
部
で
不
要
に
な
っ
た
＠
が
、
同
じ
く
青
銅
探
の
文
化
が
終
末
を
む
か
え
、
不
要
と
な
っ

た
＠
と
共
に
対
局
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
乙
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
対
馬
に
乙
れ
ら
が
出
土
す
る
時
、
＠
＠
の
宝
器
、
装
身
具

と
巡
っ
た
特
殊
な
出
土
状
態
を
示
す
。
以
下
、

そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

【註】
（
1
）
上
保

m隣
町
下
ガ
ヤ
ノ
・
午
、
前
撲
連
孤
文
鋭
（
弥
生
中
期
）

M

M

締
エ

l
ガ
崎
、
明
光
鋭
、
有
孔
細
形
銅
剣
（
弥
生
中
｜
後
期
）



。
上
対
馬
町
格
の
首
4
号
石
棺
、
方
格
競
矩
文
鋭
（
弥
生
後
期
）

九
州
大
学
編
『
対
馬
』
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
第
口
集
、
一
九
七
回
。

青
柳
種
信
『
柳
園
古
器
略
考
』
東
西
文
化
社
、
一
九
三

0
0

悶
崎
敬
「
三
雲
・
井
原
遺
跡
と
そ
の
時
代
」
『
柳
園
古
器
略
考
』
（
解
題
）
一
九
七
六
。

柳
田
康
雄
ほ
か
『
井
原
・
三
雲
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
一
九
七
五
、
一
九
七
六
、
福
岡
県
教
育
委
以
会
。

島
田
氏
彦
『
筑
前
須
玖
史
前
遺
跡
の
研
究
』
帝
都
清
大
文
学
部
研
究
報
告
、
一
九
三

O
。

岡
崎
敬
ほ
か
『
立
岩
遺
跡
』
、
一
九
七
七
。

〈
4
）
水
野
清
一
、
岡
崎
敬
ほ
か
『
対
馬
』
東
方
考
古
学
識
刊
、
一
九
五
三
。

〈
5
）
山
崎
純
男
『
宝
満
尾
遺
跡
』
福
岡
市
埋
文
報
部
築
、
一
九
七
四
に
集
成
さ
れ
て
い
る
。

〈
6
）
『
裕
陽
焼
滞
漠
墓
』
中
国
岡
野
考
古
報
告
集
丁
和
六
号
、
一
九
五
九
。

〈
7
〉
杉
原
荘
介
・
原
口
正
三
「
佐
賀
川
以
桜
馬
場
遺
跡
」
『
日
本
農
耕
文
化
の
生
成
』
一
九
六
一
。

〈
8
）
高
倉
洋
彩
「
福
岡
県
碓
井
町
五
穀
神
社
遺
跡
出
土
の
方
終
規
矩
四
神
鋭
」
九
州
考
十
必
ず
H
U
I
H
輔
、
一
九
七
一
ο

（9
）
中
山
平
次
郎
「
古
式
支
那
鏡
鑑
沿
革
巴
考
十
日
学
雑
誌
九
｜
三
一
九
一
八
。

〈
叩
）
森
氏
次
郎
「
弥
生
時
代
に
お
け
る
制
形
銅
剣
の
流
入
に
つ
い
て
」
『
日
本
民
族
と
南
方
文
化
』
一
九
六
八
。

〈
日
）
高
倉
洋
彰
「
半
烏
3
対
馬
寺
北
九
州
」
対
馬
風
土
記
8
、
一
九
七
ニ
。

〈
ロ
）
九
州
大
学
考
古
学
研
究
京
縦
「
北
部
九
州
先
史
集
落
遺
跡
の
A
H
同
制
資
」
九
州
考
古
学
却
・
初
、
一
九
六
六
。

〈
臼
）
『
福
岡
県
須
玖
・
岡
本
遺
跡
』
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
却
、
一
九
六
三
。

〈
U
）
勝
国
亮
策
・
梅
原
末
治
・
小
・
以
顕
夫
『
南
朝
鮮
に
於
け
る
筏
代
の
遺
跡
』
（
大
正
十
一
年
度
十
日
制
御
有
制
限
告
第
E
附
）
、

藤
田
亮
策
・
梅
原
末
治
・
小
米
顕
夫
『
朝
鮮
古
文
化
綜
鑑
』
一
九
四
七
。

朝
鮮
総
枠
山
川
『
楽
浪
部
時
代
の
遺
跡
』
古
蹟
調
査
特
別
報
告
第
凹
冊
一
九
二
五
。

〈
時
）
椛
ノ
首
遺
跡
調
査
団
「
上
対
馬
町
古
血
－

mノ
首
石
棺
掛
川
淵
査
報
告
』
註
②
所
収
。

（
時
）
註
（
U
）
に
同
じ
。

〈
口
）
註
（
4
）
に
同
じ
。

〈
四
〉
註
（
叩
）
に
同
じ
。

〈

2
）

〈

3
）

南
北
市
銀
考
（
下
脇
陣
）

一
九
七

一
九
二
五
。



南
北
市
綴
考
（
下
傑
）

一
九
八

〈
印
）
苦
ノ
武
嫡
「
斡
国
背
銅
遺
物
の
研
究
」
白
山
学
報
四
号
。
一
九
七
二
。

罪
武
嫡
・
岡
内
三
英
訳
「
斡
国
背
銅
遺
物
の
研
究
」
朝
鮮
考
古
学
年
報
V
L
3
、
一
九
七
八
。

〈
鈎
〉
小
田
富
士
雄
「
対
馬
峰
町
木
坂
新
山
山
の
青
銅
器
に
つ
い
て
」
『
対
馬
の
考
古
学
』
一
九
七
六
。

〈
幻
）
安
武
嫡
・
岡
内
三
真
訳
「
金
海
出
土
の
異
形
銅
剣
・
銅
矛
」
九
州
考
古
学
日
明
、
一
九
七
二
。

（
幻
）
武
末
純
一
「
舶
載
背
銅
器
に
つ
い
て
」
註
②
所
収
。

（
お
）
註
（
幻
）
。

（
鈍
）
国
立
中
央
博
物
館
『
緯
国
先
史
時
代
青
銅
器
』
一
九
七
三
。

〈
お
）
金
廷
鶴
編
『
緯
国
の
考
古
学
』
一
九
七
ニ
。

〈
部
）
註
（
m
副
）
に
同
じ
。

〈
幻
）
『
青
銅
遺
物
図
録
』
国
立
博
物
館
学
術
資
料
集
H

一
九
六
八
。

〈
伺
包
註
（
幻
）
〈
鎚
）
に
同
じ
。

〈
鈎
）
朴
敬
源
「
金
海
出
土
青
銅
遺
物
」
考
古
美
術

m
・
問
、
緯
国
美
術
史
学
会
一
、
一
九
七
O
。

（
ω）
岡
内
三
真
「
金
海
良
洞
盟
出
土
遺
物
に
つ
い
て
」
史
林
田

1
3、
一
九
七
三
。

〈
出
品
）
註
（
日
比
）
に
同
じ
。

〈m
M
）
李
進
照
「
新
発
見
の
土
拡
墓
遺
跡
」
考
古
学
雑
誌
四
七
l
一
、
一
九
六
一
。

〈
お
）
（
沼
）
に
同
じ
。

〈
鈍
）
註
2
の
武
末
論
文
あ
る
い
は
「
対
馬
」
（
長
崎
県
報
8
）
の
岡
崎
報
告
。

〈
お
）
九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
に
留
学
中
の
東
亜
大
学
校
専
任
講
師
沈
奉
議
氏
の
教
示
に
よ
る
も
の
で
、
同
島
で
電
柱
建
設
の
た
め
掘
り
下
げ

た
と
こ
ろ
粟
粒
文
把
頭
金
具
と
双
頭
管
状
銅
器
が
出
土
し
た
。
漬
物
は
現
在
祭
山
市
の
東
川
大
学
校
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
の
乙
と
で
あ

る。

〈
お
）
註
（
お
）
に
同
じ
。

〈
幻
）
註
（
幻
）
（
川
品
）
に
同
じ
。

〈
叩
叩
）
金
載
元
－

F
武
嫡
「
大
郎
晩
村
洞
出
土
の
銅
文
・
銅
剣
」
震
壇
学
報
却
・
初
、
一
九
六
六
。

西
谷
正
抄
訳
「
慶
尚
北
道
大
郎
市
晩
村
洞
発
見
の
青
銅
器
に
つ
い
て
」
古
代
学
研
究
目
、
一
九
六
七
。



（鈎）

（

M

叫）
〈

H
U
）

（必）
（
目
白
）

（

H
H
）
 

（
江
町
）

（必）
（灯）

〈
川
町
）

〈

m岬
）

（印）
（

日

）
（臼）

（臼）
（

民

）

（
間
山
〉

（部）
〈

貯

）
（時）

〈

珂

）

（

ω）
 

（侃）
（

位

）

註
（

ω）
に
同
じ
。

秋
山
進
午
「
楽
浪
前
期
の
山
品
目
パ
」

註
（
U
〉
に
同
じ
。

註
（
削
告
に
同
じ
。

註
（
川
叫
）
に
同
じ
。

註
（
け
む
に
同
じ
。

事
巡
州
附
「
戦
後
の
朝
鮮
考
門
学
の
発
民
」
考
古
学
新
諸
問
一
九
｜
一
、

註
（
伺
）
に
同
じ
。

註
（
お
〉
に
同
じ
。

金
閑
却
「
天
班
参
考
館
械
の
銅
銭
と
銅
飯
」
朝
鮮
苧
械
%
、
一
九
六
八
。

金
元
屯
「
斡
国
・
鹿
北
・
九
政
引
出
土
遺
物
に
つ
い
て
」
考
古
学
雑
誌
三
九
1
二、

岡
崎
敬
「
背
銅
器
と
そ
の
鋳
型
」
『
立
岩
遺
跡
』
所
収
、
一
九
七
七
。

近
藤
喬
一
「
朝
鮮
・
日
本
に
お
け
る
初
期
金
凶
器
文
化
の
系
結
と
民
間
」
火
体
お
1
、

同
内
三
川
（
「
朝
鮮
山
土
の
飢
え
」
古
代
文
化
二
五
l
九
、
一
九
七
一
一
一
。

註
（
Ma
〉
に
同
じ
。

註
（
3
）
に
同
じ
。

註
（
お
〉
に
同
じ
。

註
（
U
）
に
同
じ
。

註
（
臼
）
に
同
じ
。

註
（
お
）
に
同
じ
。

註
（
初
）
に
同
じ
。

千
葉
基
二
「
触
角
式
把
頭
銅
剣
の
再
検
討
」
古
代
文
化
二
一
ム
｜
九
、

註
（
6
）
に
同
じ
。

註
（
3
）
に
同
じ
。

『
日
本
考
古
学
の
諸
問
題
』
一
九
六
凶
。

:IL 
Ji. 
:/L 。

:/L 
F七

南
北
市
雑
考
（
下
傑
）

一
九
五
一
二
。

4

『
し
・
＼
E
U
O

一
イ
ノ
J

ノ
イ
ノ



南
北
市
線
考
（
下
係
）

二
O
O

〈

回

）
（目別）

〈
田
山
）

（
叫
W
）

（
付
制
）

〈

印

）

〈

的

）

〈

拘

）

（

冗

）

『
宝
ム
口
遺
跡
』
所
以
、

一
九
七
O
。

中
原
志
外
顕
・
石
井
忠
・
下
保
信
行
「
福
岡
県
丸
山
出
合
遺
跡
」

註
（
3
）
に
同
じ
。

『
二
塚
山
遺
跡
鮮
』
佐
賀
県
教
育
委
員
会
一
九
七
七
。

註
（
mm
）
（
初
）
に
同
じ
。

註
（
7
）
に
同
じ
。

註
（
初
）
に
同
じ
。

註
（
幻
）
に
同
じ
。

註
（
臼
）
の
金
海
良
洞
里
出
土
と
し
て
扱
か
わ
れ
て
い
る
も
の
。

『
南
朝
鮮
に
於
け
る
漢
代
の
遺
跡
』
に
絞
る
伝
酒
村
耐
の
銅
矛
は
明
ら
か
に
日
本
の
佑
製
品
で
あ
る
が
、
註
〔
鈍
）
の
金
来
錠
氏
械
の
長
U

・4

セ
ン
チ
の
銅
矛
は
長
さ
、
あ
る
い
は
節
帯
と
耳
の
関
係
か
ら
い
っ
て
日
本
製
品
の
規
格
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
。
朝
鮮
製
の
可
能
性
が
あ
る
。

註
（
初
）
に
同
じ
。

金
海
付
近
で
創
出
さ
れ
る
自
の
悪
い
変
形
納
形
銅
剣
や
銅
矛
は
、

〈

m
M）

〈

ね

）

こ
れ
ら
の
鋭
つ
ぶ
し
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

四
、
対
馬
朝
鮮
船
載
青
銅
器
出
土
情
況
の
特
殊
性

同
剣
と
付
属
金
具
の
場
合

ー
、
朝
鮮
の
場
合

対
馬
の
舶
載
青
銅
器
の
出
土
情
況
の
特
異
性
を
語
る
に
は
、
朝
鮮
の
青
銅
器
の
出
土
情
況
と
の
対
比
が
問
題
と
な
る
の
で
、
ま
ず
朝
鮮

で
台の
城出
里土
10 情
号況
四例
棺 l乙
（簡
杢単
語l乙

ふ
道汀れ

面て
都？お
））こ

っ。



長
さ
約
二
・
三

0
メ
ー
ト
ル
、
頭
部
幅
0
・
八
、
脚
部
幅
0
・
六
メ
ー
ト
ル
の
長
台
形
木
棺
の
西
縁
中
央
部
に
剣
は
鐙
を
頭
に
む
け
て

金
銅
蓋
弓
帽
2
、
金
銅
環
2
の
金
銅
製
品
と
共
に
他
の
副
葬
青
銅
器
や
鉄
器
と
分
離
さ
れ
て
置
か
れ
て
い
た
。
剣
は

B
E式
の
細
形
銅
剣

で
、
漆
ぬ
り
の
木
鞘
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
根
元
に
は
青
銅
製
の
鍔
が
着
装
さ
れ
て
い
る
。
剣
把
は
木
柄
で
、
把
頭
に
は
笠
頭
付
十
字
形

（
間
内
分
類
A
E
）
の
把
頭
金
具
が
あ
っ
た
。
把
頭
は
少
し
ず
れ
て
い
る
が
、
木
柄
腐
敗
時
に
は
ず
れ
た
も
の
で
本
来
着
装
さ
れ
て
い
た
も

の
と
み
て
間
違
い
な
い
。

台
城
里
8
号
墓

ほ
ぽ
南
北
に
向
い
た
長
方
形
土
拡
墓
の
ど
真
中
に
剣
は
置
か
れ
て
い
た
。
他
の
造
物
は
北
側
の
時
一
沿
い
や
、

そ
の
北
に
卸
セ
ン
チ
ほ
ど

高
く
な
っ
た
副
葬
区
に
分
離
集
中
さ
れ
て
い
た
。
乙
乙
に
は
鉄
矛
な
ど
も
あ
る
が
、
剣
や
そ
の
付
属
金
具
は
全
く
な
い
。
乙
れ
は
一

O
号

西
杓
で
も
同
じ
で
銅
矛
は
分
離
さ
れ
剣
や
剣
付
属
金
具
と
は
一
緒
に
さ
れ
な
い
。
剣
は
鉄
剣
で
、
木
鞘
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
根
元
に
は
銅

製
鍔
が
着
装
さ
れ
、
柄
は
木
柄
で
あ
っ
た
。

「
夫
組
歳
君
墓
」

（
平
安
南
道
平
城
市
楽
浪
区
山
柏
洞
）

造
物
は
す
で
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
台
城
里
の
よ
う
に
個
別
の
出
土
状
況
は
わ
か
ら
な
い
が
、
角
材
が
ひ
と
揃
い
敷
か
れ
た

「
（
細
形
銅
剣
は
）
本
来
木
の
鞘
に
は
い
っ
て
い
た
が
、
木
は
す
で
に
腐
り
な
く
な
っ
て
外
側
に

被
さ
れ
て
い
た
平
た
い
長
鼓
形
の
鋸
歯
文
透
彫
金
具
、
剣
把
頭
等
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
個
体
分
の
付
属
金
具
が
残
っ
て
い
た
。
」
剣
は

B
E式
、
鞘
金
具
は
恥
が
で
伝
平
壌
出
土
の
黄
襖
氏
旧
蔵
鉄
剣
に
つ
け
た
鞘
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
他
に
欽
剣
も
あ
り
、
そ
の
廿
端
部
に
は

土
拡
基
中
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

銅
剣
と
同
形
の
鞘
金
具
が
描
め
ら
れ
て
い
た
。
剣
は
い
づ
れ
も
着
装
さ
れ
た
状
態
で
埋
納
さ
れ
て
い
た
。

氏
杭
（
黄
海
北
道
鳳
山
郡
松
山
盟
勝
村
）

幅
一
・

0
、
長
ニ
・
三

0
メ
ー
ト
ル
以
上

ω長
方
形
の
木
室
墳
の
「
南
端
や
や
東
に
よ
っ
て
鞘
に
お
さ
め
た
有
基
式
短
剣
が
柄
を
北
に

む
け
て
」
置
か
れ
て
い
た
。
銅
剣
に
木
鞘
と
木
柄
が
残
っ
て
お
り
、
銅
製
の
付
属
金
具
は
な
い
が
埋
葬
時
に
は
鞘
や
柄
を
つ
け
る
乙
乙
を

南
北
市
雑
考
（
下
線
）

。



南
北
市
灘
考
（
下
脇
陣
）

二
O
ニ

示
し
て
い
る
。
南
端
に
は
副
葬
区
が
あ
り
、

そ
の
中
に
は
残
余
の
土
器
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。

以
上
の
例
か
ら
判
る
よ
う
に
、
朝
鮮
で
剣
が
副
葬
さ
れ
る
時
、
剣
は
他
の
副
葬
品
と
分
離
さ
れ
た
丁
重
な
扱
い
を
受
け
、
被
葬
者
の
身

辺
に
副
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
際
剣
は
銅
剣
、
鉄
剣
と
も
に
鞘
に
収
め
ら
れ
、
鍔
・
柄
・
把
頭
金
具
が
着
装
さ
れ
た
状
態
で
副
葬
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
る
。
ま
た
附
属
金
具
が
単
独
あ
る
い
は
剣
と
分
離
さ
れ
て
埋
納
さ
れ
る
と
と
、
更
に
剣
数
よ
り
多
く
付
属
金
具
が
伴
な
う

事
が
な
い
と
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
剣
と
付
属
金
具
は
正
し
く
着
装
さ
れ
て
副
葬
さ
れ
る
。

乙
の
よ
う
な
状
態
で
の
埋
納
が
正
規
の
方
法
で
あ
っ
た
乙
と
は
、
発
掘
に
よ
ら
な
い
採
集
口
聞
や
収
集
品
に
よ
っ
て
も
追
認
す
る
乙
と
が

で
き
る
。

そ
の
諸
例
に
つ
い
て
は
岡
内
氏
の
表
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

h

年
伝
平
壌
付
近
出
土
例
は
鞘
金
具
、
鋼
、
鍔
、
木
柄
、
笠
頭
付
把
頭
金
具

な
ど
の
剣
付
属
具
が
す
べ
て
揃
い
、
着
装
鉄
剣
の
代
表
的
な
も
の
と
い
え
る
が
、
他
に
北
部
朝
鮮
の
伝
貞
柏
皇
、
平
壌
平
川
里
出
土
例
な

ど
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。

入
手
時
に
す
で
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
は
い
た
が
一
括
造
物
と
さ
れ
る
黄
海
北
道
黄
州
部
黒
橋
里
や
平
安
南
道
美
林
里
附
も
本
来
は
着

装
さ
れ
た
状
態
で
埋
納
さ
れ
て
い
た
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
。

朝
鮮
南
部
に
出
土
状
態
を
明
ら
か
に
し
て
出
土
し
た
着
装
剣
例
は
な
い
が
、
収
集
品
と
は
い
え
飛
山
洞
例
は
着
装
し
て
埋
納
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
す
好
例
で
あ
予
同
遺
跡
は
剣
5
、
矛
2
、
文
ー
の
ほ
か
虎
形
柿
鈎
、
蓋
弓
帽
な
ど
を
同
時
に
出
土
し
、
一
括
埋
納
品
で
あ

る
乙
と
を
示
し
て
い
る
が
、

5
口
の
剣
の
う
ち
二
口
に
は
着
装
剣
が
出
土
し
た
。
一
例
は
触
角
式
把
頭
を
持
つ
剣
で
、
同
把
頭
と
銅
製

剣
把
、
文
様
あ
る
鍔
が
着
装
さ
れ
て
い
る
。

B
E
の
剣
身
に
は
木
部
は
な
い
が
5
個
の
鞘
金
具
が
着
け
ら
れ
て
い
る
。
先
端
に
付
く
鞘
尻

は
晩
村
洞
、
金
海
一
括
、
対
馬
の
唐
崎
出
土
品
と
同
形
で
岡
内
氏
の

B
に
あ
れ
南
部
朝
鮮
の
特
色
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
他
の
一
例
は

樋
に
二
条
の
血
溝
の
あ
る
終
末
式
の
銅
剣
で
把
頭
金
具
、
鍔
金
具
、
銀
と
鞘
金
具
が
伴
っ
て
い
た
。

伝
旋
州
出
土
と
伝
え
る
国
立
博
物
館
蔵
の
銅
剣

b
U有
文
の
鍋
と
鍔
と
把
が
同
鋳
の
剣
把
を
伴
っ
て
、
も
と
も
と
剣
に
は
付
属
金
具
が



着
装
さ
れ
て
い
た
乙
と
を
暗
示
さ
せ
る
。

晩
村
洞
で
は
三
本
の
細
形
銅
剣
と
4
個
の
鞘
金
具
、
鍔
、
把
頭
金
具
が
出
土
し
て
ハ
ル
却
o

そ
の
組
合
せ
は
飛
山
洞
の
後
者
の
例
と
似
て

お
り
、
共
伴
の
ど
れ
か
の
銅
剣
に
伴
っ
た
と
考
え
る
乙
と
が
で
き
る
。
鞘
金
具
は

B
式
で
朝
鮮
南
部
に
特
有
の
も
の
で
、
こ
の
点
も
飛
山

洞
に
よ
く
似
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
朝
鮮
南
部
も
北
部
と
同
様
に
剣
に
は
鞘
金
具
、
錦
、
鍔
、
柄
、
把
頭
飾
が
着
装
さ
れ
て
、
埋
葬
あ
る
い
は
埋
納
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
そ
の
時
期
は
飛
山
洞
や
脱
村
洞
例
に
見
る
よ
う
に
、
日
本
の
弥
生
中
期
末
か
ら
後
期
前
半
の
時
期
に
通

例
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

対
馬
の
場
合

と
れ
と
同
じ
時
期
、
対
局
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

2 対
馬
に
は
遼
寧
系
の
銅
剣
を
合
め
て
細
形
銅
剣
6
、
変
形
細
形
銅
剣
4
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
内
、
銅
剣
の
み
単
独
で
出
土
し
た
も

の
も
あ
る
が
、
剣
付
属
金
具
と
共
伴
出
土
し
た
例
も
あ
り
、
後
者
を
拾
う
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

細
形
銅
剣
1

タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン

鍔

触
角
式
把
頭
l

サ
カ
ド
ウ

細
形
銅
剣
1

触
角
式
把
頭
飾
l

木
坂
6
号

遼
寧
系
銅
剣
1

鍔

（
鉄
剣
1
）

シ
ゲ
ノ
ダ
ン

変
形
細
形
銅
剣
l

鍔
1 

把
頭
飾
3
（
欽
剣
2）

変
形
細
形
銅
剣
l

叩
例
の
う
ち
5
例
に
剣
と
付
属
金
具
が
と
も
な
っ
て
い
る
。
他
に
小
姓
島
5
号
石
棺
に
は
鉄
剣
1
と
把
頭
金
具
1
が
出
土
し
た
。

白
岳

把
頭
飾
1

こ
の
表

占
化
見
る
と
対
馬
も
朝
鮮
と
同
様
に
付
属
金
具
を
着
装
し
て
副
葬
な
い
し
埋
納
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
単
純
に
そ
の
よ
う
に
断
定
で
き

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
共
伴
と
着
装
は
必
ら
ず
し
も
一
敏
せ
ず
、
出
土
状
態
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。
乙
の
6
例
の
う
ち
タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン
、

南
北
市
緩
考
（
ヤ
「
保
）

ニO
三



南
北
市
雑
考
（
下
傑
）

二
O
四

サ
カ
ド
ゥ
、
白
岳
の
三
例
は
出
土
状
態
は
判
ら
な
い
。

小
姓
品
例
は
鉄
剣
と
把
頭
が
出
土
位
置
の
高
さ
に
却
セ
ン
チ
の
聞
き
が
あ
り
、
把
頭
の
出
土
状
態
は
プ
ラ
イ
マ
リ
！
な
も
の
と
も
思
え

な
い
の
で
、
着
装
の
当
否
は
論
ぜ
ら
れ
な
い
。

木
板
6
号
石
棺
は
板
石
を
組
み
合
わ
せ
た
箱
式
石
相
で
銅
剣
・
鉄
剣
・
鍔
は
東
側
の
長
側
殴
の
外
に
出
土
し
た
。
そ
の
部
分
に
は
．
主
に

外
側
か
ら
一
枚
の
石
を
充
て
て
と
れ
ら
副
葬
品
を
保
護
し
て
い
た
ら
し
く
「
金
属
器
は
3
点
と
も
一
緒
に
側
壁
に
守
ら
れ
た
格
好
で
出
土

し
た
。
し
か
も
銅
剣
と
鉄
剣
は
わ
ざ
と
折
つ
で
あ
っ
た
。
銅
剣
は
二
つ
に
折
っ
て
重
ね
で
あ
っ
た
。
」
鍔
は
二
つ
に
折
っ
て
折
り
返
し
た

銅
剣
の
菜
と
反
対
方
向
に
出
土
し
た
。

棺
が
西
に
傾
斜
す
る
時
、
副
葬
品
も
そ
れ
に
つ
れ
て
移
動
し
て
い
る
が
、
保
護
石
が
利
い
て
「
二
つ
に
折
っ
て
重
ね
た
状
態
」
に
変
動

は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

傾
斜
も
茎
か
ら
鐙
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
鍔
が
着
装
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
剣
に
喰
い
込
む
筈
で
あ
る
。
そ
う
し
て
み
る

と
、
乙
の
剣
と
鍔
は
着
装
し
た
状
態
で
は
副
葬
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ジ
ゲ
ノ
ダ
ン
遺
跡
も
正
式
な
発
掘
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
発
見
者
の
話
し
に
よ
れ
ば
中
広
銅
矛
を
中
に
し
て
銅
器
と
鉄
器
に
配

置
が
わ
か
れ
、
銅
器
群
に
は
変
形
細
形
銅
剣
、
剣
把
頭
・
馬
鐸
な
ど
が
出
土
し
た
。
変
形
細
形
銅
剣
の
茎
の
す
ぐ
下
の
本
来
剣
把
が
位
置

す
る
場
所
に
は
鉄
錐
が
あ
り
、
粟
粒
文
の
剣
把
は
そ
れ
よ
り
四
セ
ン
チ
近
く
横
に
ず
れ
、
し
か
も
十
字
面
を
平
面
に
し
て
、
二
個
並
列
さ

れ
て
い
た
。
双
獣
付
把
頭
金
具
は
銅
剣
よ
り
さ
ら
に
遊
離
し
、
聞
に
粟
粒
文
把
頭
金
具
が
は
さ
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も
剣
は
併
行
な
状
態

に
お
か
れ
て
い
る
。
良
洞
里
の
よ
う
に
、
鉄
剣
と
伴
な
う
可
能
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
鉄
剣
と
の
聞
に
は
中
広
銅
矛
が
挟
ま
り
、
方
位

も
一
八

O
度
反
対
方
向
に
な
っ
て
い
て
、
銅
剣
、
鉄
剣
と
も
に
着
柄
さ
れ
た
状
態
に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
破
片
に
な
っ
た
鍔
も

あ
る
が
こ
れ
の
出
土
位
置
に
つ
い
て
は
判
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
対
馬
で
出
土
す
る
細
形
銅
剣
と
剣
付
属
金
具
の
聞
に
は
朝
鮮
で
の
両
者
の
よ
う
に
装
着
さ
れ
て
埋
納
さ
れ
た
と
は
認
め



難
い
証
跡
が
あ
る
。

従
っ
て
、

タ
カ
マ
ツ
ノ
、
ダ
ン
、

サ
カ
ド
ウ
や
白
岳
の
場
合
に
お
い
て
も
、

簡
単
に
は
着
装
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え

ず
、
装
着
さ
れ
た
と
考
え
る
初
制
的
証
拠
に
之
し
い
。
シ
ゲ
ノ
、
ダ
ン
や
木
坂
の
例
で
は
む
し
ろ
着
装
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
方
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

ζ

う
し
た
考
え
は
次
の
よ
う
な
諸
例
か
ら
も
可
能
性
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九日）

1
剣
把
一
政
飾
金
具
だ
け
が
出
土
す
る
例

υ
H

山比－丸
h
8ロザ

’
－
ノ
ノ
ノ

2
剣
柄
だ
け
が
出
土
す
る
例

木
板
5
n
v

『日）

3
剣
把
副
と
鞘
先
金
同
一
ハ
が
出
土
す
る
例

),if 

＂＇な

ー
の
恵
比
須
山
の
笠
一
一
馴
付
出
訓
金
円
一
ハ
は

m独
の
山
山
土
で
他
に
銅
剣
、
鉄
剣
は
出
土
し
て
い
な
い
。
右
相
は
半
壊
さ
れ
て
は
い
る
が
、
把

頭
飾
の
川
凶
に
は
造
物
は
な
く
、
把
一
明
飾
も
小
口
と
長
壁
と
の
コ
ー
ナ
ー
に
「
正
常
な
状
態
で
発
見
さ
れ
た
」
。
つ
ま
り
着
柄
に
不
可
能

な
平
而
十
字

ω笠
副
が
起
ち
上
が
っ
た
状
態
で
の
出
土
で
、
対
応
で
は
こ
れ
が
「
正
常
な
状
態
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

2
は
石
棺

ω片
隅
に
折
っ
た
状
態
で
な
げ
こ
ま
れ
て
い
た
が
、
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
銅
器
の
中
に
剣
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
同
一
棺

内
に
出
土
し
た
鉄
器
は
角
形
土
端
、
作
一
肌
形
銅
器
、
ル
別
製
鋭
、
有
孔
十
字
形
銅
器
、
双
．
M
刷
キ
ャ
ッ
プ
状
銅
器
、
広
形
銅
矛
な
ど
が
あ
る
。

鉄
剣
は
棺
外
に
副
葬
さ
れ
て
い
た
。

3
の
山
川
崎
で
は
鞘
尻
金
具
2
と
剣
把
副
1
と
剣
と
は
無
関
係
の
育
鋼
需
類
が
一
括
し
て
和
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
こ
の
両
者
は

後
述
の
よ
う
に
技
触
す
る
よ
う
な
近
さ
に
出
土
し
、
個
数
も
挫
合
的
で
な
い
。
こ
う
い
う
出
土
の
仕
方
で
あ
る
か
ら
鞘
尻
金
具
と
把
羽
が

セ
ッ
ト
と
し
て
着
装
さ
れ
た
と
い
う
乙
と
は
全
く
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

南
北
市
線
考
（
下
位
附
）

0 
五



南
北
市
雑
考
（
下
線
）

二
O
六

以
上
3
つ
の
付
属
金
具
の
無
着
装
、
単
独
出
土
例
を
と
り
あ
げ
た
が
、
他
に
黒
木
南
鼻
の
鞘
尻
金
具
、
や
糠
の
浜
の
把
一
拍
飾
も
乙
れ
ら

に
類
す
る
可
能
性
を
持
ち
、
出
土
例
も
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
次
第
で
、
朝
鮮
で
は
剣
や
そ
の
付
属
金
具
は
着
哉
さ
れ
て
、
各
々
が
本
来
の
正
常
な
状
態
で
出
土
す
る
が
対
馬
で
は
各
付

属
具
は
分
離
さ
れ
、
本
来
の
役
割
を
喪
失
し
て
、
単
な
る
銅
な
い
し
は
そ
れ
の
集
積
体
と
し
て
埋
納
、
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
。
乙
う
し
た
特

徴
は
剣
や
付
属
金
具
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
以
下
の
銅
器
に
も
認
め
ら
れ
る
。

刷
そ
の
他
の
銅
器
の
場
合

そ
の
他
と
は
＠
を
指
す
。
有
孔
十
字
形
金
具
、
平
環
、
角
形
銅
器
、
半
球
形
飾
鋲
、
馬
錦
、
笠
頭
形
銅
器
、
双
頭
管
状
金
具
が
相
当
す

る。
用
途
上
の
乙
と
か
ら
い
え
ば
平
環
は
あ
る
が
帯
鈎
は
な
く
、
半
球
形
飾
鋲
が
馬
腹
帯
の
飾
と
す
れ
ば
、
タ
カ
マ
ツ
ノ
ダ
ン

3
、
東
の
浜

1
、
唐
崎
1
と
あ
ま
り
に
遺
跡
で
の
出
土
量
は
少
な
い
。
角
形
銅
器
の
内
部
に
万
子
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
も
の
で
も
瑚
装
さ
れ
た
例
は
な

い
。
笠
頭
柱
状
銅
器
は
坂
田
氏
に
よ

b
r柱
に
直
角
に
つ
く
爪
が
物
に
よ
っ
て
逆
む
き
（
木
坂
5
号
は
時
計
廻
り
、
庄
内
ト
ウ
ト
ゴ
ウ
は
反

時
計
方
向
）
に
着
く
こ
と
か
ら
対
で
使
わ
れ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
対
応
の
出
土
例
は
い
づ
れ
も
一
個
づ
つ
で
役
に
た

た
な
い
片
個
で
あ
る
。
乙
の
外
、
用
途
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
有
孔
十
字
形
金
具
に
し
ろ
、
双
頭
管
状
金
具
に
し
ろ
、
本
来
何
か
に
取

付
け
る
か
、
装
入
す
る
か
に
よ
っ
て
用
を
足
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
共
伴
物
の
中
に
は
そ
れ
ら
を
物
語
る
証
跡
は
な
い
。
つ
ま
り
こ
れ
ら

の
品
々
も
、
剣
付
属
品
と
同
様
に
朝
鮮
南
部
で
使
わ
れ
て
い
た
時
の
役
割
、
生
命
を
費
失
し
、
機
能
を
果
た
す
乙
と
の
で
き
な
い
単
な
る

銅
の
楓
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
乙
と
は
、
次
の
よ
う
な
出
土
情
況
か
ら
も
説
明
で
き
る
。



同
銅
材
と
し
て
の
集
合

唐
崎
辿
跡
は
昭
和
制
年
度
の
五
永
耐
久
恵
氏
ら
に
よ
っ
て
制
査
さ
れ
た
が
、
析
の

2
分
の
1
強
は
底
ま
で
掘
り
尽
く
さ
れ
て
い
た
が
、

政
余
は
山
さ
十
五
セ
ン
チ
前
後
で
土
が
政
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
土
は
未
掘
の
も
の
で
、
硬
い
土
で
あ
っ
た
。
小
口
に
向
か
っ
て
銅
り
進
め

て
い
く
と
小
口
墜
に
沿
っ
て
土
加
と
一
群
と
な
っ
た
銅
器
群
が
出
土
し
た
。
そ
の
状
態
は
肢
に
近
く
角
形
銅
器
が
把
部
を
上
に
し
て
た
で

か
け
ら
れ
そ
れ
に
接
し
て
す
ぐ
前
而
に
一
群
の
銅
器
が
あ
っ
た
。
一
番
上
に
有
孔
十
字
形
金
具
、
そ
の
下
に
笠
頭
付
柱
状
金
具
が
あ
り
、

へ
日
）

さ
ら
に
そ

ω下
部
に
は
十
字
形
把
頭
が
飾
部
を
上
に
し
て
置
か
れ
そ
の
た
と
下
に
は
鞘
尻
念
日
一
ハ
が
二
例
そ
の
右
に
は
双
頭
情
状
銅
器
、
半

球
形
飾
似
が
一
一
纏
め
に
杭
み
あ
げ
た
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
泣
物
相
互
に
用
途
上
の
閃
述
も
、
ま
た
使
用
上
の
機
能
性
も
喪
失
し
た
状
態
で
の
山
土
で
、
銅
器
は
寄
せ
集
め
の
’
H
然
状
態
の

銅
と
な
っ
て
相
の
隅
に
集
砧
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
と
も
と
使
用
時
に
こ
れ
ら
に
付
着
・
挿
入
さ
れ
て
い
た
木
や
鉄
は
と
り
外

さ
れ
、
釧
の
部
分
の
み
を
銅
け
と
し
て
寄
せ
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
中
に
は
汽
時
利
用
価
値
の
一
向
い
鉄
取
は
窓
識
的
に
合
ま

せ
て
い
な
い
。

こ
の
鉄
を
除
外
し
銅
の
み
を
集
め
る
や
り
方
は
木
坂
5
号
石
相
で
も
認
め
ら
れ
る
。

乙
の
石
柁
の
造
物
は
銅
・
鉄
を
問
わ
ず
す
べ
て
怠

識
的
に
折
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
の
後
柁
内
に
投
げ
込
ま
れ
た
よ
う
に
集
積
さ
れ
る
が
、

一
番
多
く
集
ま
っ
て
い
る
の
は
北
コ
ー
ナ
ー
附
近

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
角
形
銅
器
、
時
一
品
副
付
柱
状
銅
器
、
双
頭
約
状
銅
器
、
有
孔
十
字
形
銅
器
、
剣
柄
な
ど
銅
器
の
み
が
集
め
ら
れ
、
鉄
都

は
合
ま
れ
な
い
。
鉄
器
は
村
中
央
の
床
下
と
柑
外
に
鉄
万
子
、
鉄
鎖
、
鉄
剣
が
配
さ
れ
、
銅
と
は
共
存
し
な
い
。
銅
は
鉄
か
ら
隔
離
さ
れ

て
桁
の
附
に
一
ケ
所
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

乙
の
銅
群
の
中
に
日
本
産
の
広
形
銅
矛
や
小
形
的
製
鏡
が
一
体
と
し
て
集
め
ら
れ
、
朝
鮮

銅
器
と
日
本
銅
矛
が
密
接
な
関
連
に
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

シ
ゲ
ノ
ダ
ン
遺
跡
の
出
土
情
況
も
同
様
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
中
広
銅
矛
を
中
心
と
し
、
片
側
に
鉄
器
を
一
方
に
銅
器
だ
け
を
ま
と

南
北
市
緩
考
（
下
保
）

。
七



南
北
市
級
品
A
e

（
下
山
川
）
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八

め
て
配
し
て
い
る
。

こ
れ
は
唐
崎
や
木
坂
と
同
じ
ケ
l
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
境
界
を
な
す
の
は
国
産
の
銅
矛
で
あ
る
。

弥
生
後
期
の
時
代
は
朝
鮮
で
は
銅
か
ら
欽
へ
の
切
替
の
時
代
で
、
日
本
も
鉄
器
の
時
代
で
あ
っ
た
。
説
志
韓
伝
弁
長
の
条
に
い
う
よ
う

に
「
国
出
鉄
、
州
円
、
減
、
倭
仲
従
取
之
。
浦
市
町
持
用
鉄
、
如
中
国
用
鉄
、
又
以
供
給
二
郎
。
」
状
況
で
、
当
時
最
も
一
義
的
に
必
要
と
し

た
の
は
鉄
器
で
あ
っ
た
。
対
馬
の
海
民
は
当
然
乙
れ
を
倭
に
送
る
乙
と
に
よ
っ
て
生
活
の
粗
を
得
て
い
た
に
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
鉄
の
価

値
を
知
っ
た
対
応
人
は
や
は
り
対
応
の
社
会
の
中
で
も
そ
れ
を
重
要
視
し
、
小
姓
島
や
木
坂
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
墳
墓
の
中
に
、
鉄
剣
や

万
子
な
ど
を
貴
重
品
と
し
て
一
本
、
二
本
と
そ
の
中
央
に
刑
葬
し
た
。
そ
の
扱
い
は
、
北
部
九
州
の
墳
墓
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

そ
れ
に
比
べ
て
、

本
杭
で
取
り
あ
げ
て
き
た
朝
鮮
舶
識
の
青
銅
器
は
、

用
を
な
さ
な
い
周
と
し
て
、

し
か
も
あ
る
程
度
量
を
ま
と
め

て
、
立
重
な
鉄
器
と
は
な
識
的
に
区
別
し
て
、
桁
の
隅
や
小
口
に
乱
雑
に
寄
せ
集
め
ら
れ
て
い
る
。
鉄
器
と
比
べ
る
時
、
銅
は
宝
器
性
を

ほ
と
ん
ど
示
し
て
い
な
い
。

乙
う
し
た
出
土
状
態
の
み
な
ら
ず
、
時
代
の
趨
勢
と
し
て
も
、
舶
載
青
銅
器
が
銅
器
と
し
て
の
役
割
を
持
ち

え
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
な
乙
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
銅
器
が
木
坂
や
シ
ゲ
ノ
ダ
ン
に
見
る
よ
う
に
国
産
の
銅
矛
等
と
密
着
し
て

出
土
す
る
時
、

こ
の
銅
部
は
存
在
の
忠
誠
を
新
た
に
す
る
。
銅
器
は
そ
れ
そ
の
も
の
と
し
て
は
何
の
役
割
を
も
果
た
し
て
い
な
い
が
、
銅

矛
に
姿
を
変
え
た
時
、
当
時
の
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
立
味
を
持
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
対
馬
海
人
の
手
で
北
九
州
に
送
ら
れ
、
国
産

銅
器
の
似
料
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鋳
つ
ぶ
さ
れ
て
再
生
し
、

銅
器
は
い
ま
だ
原
料
の
段
階
で
、
北
部
九
州
へ
の
輸
送
を
待
期
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
。

そ
こ
で
は
じ
め
て
鉄
と
同
様
の
価
値
を
持
っ
て
く
る
。
対
馬
の
舶
載
青

こ
こ
に
対
馬
出
土
舶
載
青
銅
器
の
半
端
で
、
特

政
な
山
山
土
状
態
の
原
因
が
ひ
そ
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【註】

（

1
）
 

朝
鮮
科
学
院
研
究
所

2
H城
川
十
日
以
併
発
側
報
告
』
一
九
五
九

李
進
照
「
戦
後
朝
鮮
考
古
学
の
発
岡
山
」
考
＋
品
T

雑
誌
凹
五
l
一
、
一
九
五
九
。

（

2
）
李
淳
鋲
「
〈
夫
組
成
力
V
墓
に
つ
い
て
」
考
古
民
俗
一
九
六
回
｜
四

永
島
何
回
依
・
西
谷
正
訓
「
八
夫
租
歳
君
V
基
に
つ
い
て
」
考
古
学
研
究
U
1
4
一
九
六
八
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（
3
）
岡
内
三
真
「
金
梅
良
洞
里
出
土
遺
物
に
つ
い
て
」
史
林
田
1
3
、

（
4
）
李
進
照
「
戦
後
朝
鮮
考
古
学
の
発
展
」
考
＋
息
T
雑
誌
四
五
｜
一
、

（5
）
吉
日
（
3
）

0

（6
）
藤
田
亮
策
・
梅
原
末
治
・
小
泉
顕
夫
『
南
朝
鮮
に
お
け
る
漢
代
の
遺
跡
』
大
正
十
一
年
度
古
蹟
調
査
報
止
口
二
冊

藤
旦
売
策
・
梅
原
末
治
『
朝
鮮
古
文
化
綜
鑑
』
一
一
九
四
七
。

（7
）
金
延
鶴
編
『
韓
国
の
考
古
学
』
一
九
七
二
。

（
8
）
註
（
3
）。

（9
）
『
青
銅
遺
物
図
録
』
国
立
博
物
館
資
料
集
け
一
九
六
八

（
叩
）
金
載
元
・
ヲ
武
嫡
「
大
郎
晩
村
洞
出
土
の
銅
文
・
銅
剣
」
震
壇
学
報
mu
・
初
号
、
一
九
六
六
。

西
谷
正
「
慶
尚
北
道
大
郎
市
晩
村
洞
発
見
の
背
銅
器
に
つ
い
て
」
古
代
学
研
究
日
、
一
九
六
八
。

（
日
）
坂
田
邦
洋
『
対
馬
の
考
古
学
』
一
九
七
六
。

（
ロ
）
森
貞
次
郎
ほ
か
『
長
崎
県
対
馬
』
長
崎
県
文
化
財
報
告
8
、
一
九
六
九
。

（
臼
）
坂
田
邦
洋
・
永
留
史
彦
『
恵
比
須
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
長
崎
県
峰
町
教
育
委
員
会
、

（
M
）
註
（
日
）
0

（
お
）
註
（
ロ
）
。

（
日
目
）
註
（
日
）
。

（
げ
）
『
対
馬
の
美
術
展
』
図
録

一
九
七
三
。

一
九
五
九
。

一
九
二
五
。

一
九
七
回
。

福
岡
県
文
化
会
館
、

一
九
七
八
。

玉

、

お

わ

り

弥
生
後
期
に
な
る
と
対
馬
に
は
朝
鮮
か
ら
舶
載
し
た
青
銅
器
が
西
海
岸
を
中
心
に
し
て
、
突
然
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら
に
は
種

々
の
品
々
が
あ
る
が
、
平
壌
附
近
よ
り
持
た
ら
さ
れ
た
漢
式
の
鏡
や
釧
は
宝
器
的
、
実
用
的
扱
い
を
受
け
る
。
他
方
南
朝
鮮
よ
り
将
来
さ

れ
た
も
の
は
、
小
形
妨
製
鏡
が
鏡
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
る
の
を
の
ぞ
く
と
、
主
要
な
量
を
占
め
る
銅
剣
と
そ
の
付
属
金
具
、

そ
の
他
の

南
北
市
議
考
（
下
燦
）

0 
九



南
北
市
懇
考
（
下
脇
陣
）

。

小
件
の
銅
器
は
朝
鮮
や
北
九
州
に
な
い
特
殊
な
出
土
状
態
を
示
し
て
北
朝
鮮
経
由
の
も
の
と
異
な
っ
た
扱
い
号
つ
け
る
。
そ
の
特
徴
は
機

能
性
を
喪
失
し
、
銅
器
と
し
て
の
利
用
価
値
が
な
い
単
な
る
銅
槻
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

墳
墓
に
納
め
ら
れ
で
も
当
時
最
も
重
要
視
さ
れ
た
鉄
器
と
は
峻
別
さ
れ
、
棺
の
問
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
り
、
本
来
組
合
っ
て
機
能
を
果

係
で
出
土
す
る
こ
と
が
多
く
、
国
産
銅
器
と
有
機
的
な
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。

た
す
も
の
が
伺
別
に
遊
雌
し
て
納
め
ら
れ
て
、
宝
器
的
な
姿
を
践
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
出
土
に
あ
た
っ
て
は
国
産
銅
器
と
親
縁
な
関

こ
う
し
た
出
土
状
態
か
ら
、
対
馬
の
舶
掛
川
銅
器
は
国
際
銅

器
の
原
料
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
た
。
そ
う
す
る
と
、
特
殊
な
出
土
状
態
の
意
味
も
解
釈
で
き
る
。

弥
生
時
代
の
国
産
銅
器
が
鋳
つ
ぶ
し
で
あ
る
と
は
古
く
か
ら
提
言
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
。
最
近
自
然
科
学
か
ら
の
追
求
は
乙
の

可
能
性
を
証
言
し
つ
つ
あ
る
。

だ
が
、
ま
だ
対
馬
と
北
九
州
の
聞
の
そ
う
い
っ
た
関
係
は
情
況
的
で
あ
っ
て
、
具
体
的
で
な
い
。
北
部
九
州
で
は
銅
の
鋳
造
工
同
も
山

土
し
て
い
な
い
。

乙
れ
か
ら
の
問
題
も
多
い
。

【
註
】

（1
）
対
馬
に
多
量
に
出
土
す
る
銅
矛
は
こ
れ
ら
が
原
料
に
使
わ
れ
、
一
部
は
そ
の
見
返
り
と
し
て
将
米
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
と
に
墳
墓
や
埋
政

遺
構
な
ど
対
馬
人
に
関
連
深
い
も
の
に
は
、
そ
の
可
能
性
が
強
い
。
日
本
の
銅
器
合
体
が
こ
の
ケ
l
ス
に
よ
っ
た
か
ど
う
か
、
近
藤
喬
一
氏
の
批

判
も
あ
る
よ
う
に
（
「
朝
鮮
・
日
本
に
お
け
る
初
期
金
属
器
文
化
の
系
譜
と
展
開
」
史
林
五
十
二
｜
一
一
九
六
九
一
）
朝
鮮
青
銅
器
の
総
量
と

日
本
青
銅
器
の
総
量
と
の
聞
に
は
開
き
が
あ
り
す
ぎ
る
。

（2
）
山
崎
一
雄
ほ
か
「
日
本
産
方
鉛
鉱
お
よ
び
考
古
遺
物
中
の
鉛
同
位
体
比
」
日
本
化
学
会
誌
一
九
七
八
必
8
0

銅
鐸
、
銅
鋭
、
銅
矛
中
に
含
ま
れ
る
鉛
は
日
本
産
以
外
の
鉛
が
原
料
と
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。




